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健康

「命」は例えば筑後川の流れです。
阿蘇山に源を発し、谷を下り、田畑を潤し、
幾つもの国と町を流れ、有明海にそそぎ、
やがて雲となり雨として山に戻ります。
時に暴威をふるいますが、
川は、幾世紀にもわたって、私たちの「命」と
私たちの郷土を守ってきました。
この川の流れのような「命の大切さ」を
皆さんと一緒に考えましょう。

〒830-0011 福岡県久留米市旭町67番地  久留米大学旭町キャンパス
電話 0942-48-1578　ファクス 0942-48-1579　　

　一般財団法人 久留米・筑後移植医療推進財団 （理事長・永田見生久留米大学理事長） は、広報誌や

ホームページ、公開講座などを通じて地域の皆様に健康や病気についての幅広い情報を提供しています。

人生の最終段階における医療 （終末期医療） をどう選択するのか、移植医療を受ける患者やそれに携わる

医療機関をどう支援するのかといったさまざま課題を皆様とともに考え、地域の実情に応じた新しい医療都市

を実現するため、地域の病院や医師会など多くの支援を受け、活動を展開しています。

  入会のお願い
　財団の活動を支えていただく2023年度の個人・法人
会員を募集しています。入会を希望する方は、入会申し込
み用のフォームをご利用ください。入会申込書はホーム
ページからダウンロードできます。
■個人　1口    2,000円/年
■法人　1口  10,000円/年
　（口数に制限はありません）

新しい医療都市を目指します

　学生から主婦、社会人まで、さまざまな場で活躍されている皆さん、出前講座をはじめとする当財団の
さまざまな事業を支えるボランティア活動に、あなたの若い感性と行動力を生かしませんか。2023年度は、
前年度に続き市民公開講座を予定しています。ボランティアの皆様には、運営会議への参加や開催当日
の準備など、スタッフとしてさまざまな実務を担っていただきます。QRコードからご応募ください。

ボランティアを募集しています

2023
第4号

INOCHIwo
MAMORI
INOCHIwo
TSUNAGU

2023
第4号

INOCHIwo
MAMORI
INOCHIwo
TSUNAGU

2023
第4号

INOCHIwo
MAMORI
INOCHIwo
TSUNAGU

2023
第4号

INOCHIwo
MAMORI
INOCHIwo
TSUNAGU

2023
第4号

INOCHIwo
MAMORI
INOCHIwo
TSUNAGU

ホームペ ージ
メールアドレス

https:// inochi-uskc.or. jp
i n fo＠inoch i -uskc .o r. j p

ホームページ

  寄付のお願い
　財団の活動は、皆様の善意で運営されています。財団
の趣旨に賛同し、寄付をいただける場合、寄付申し込み
用のフォームをご利用ください。寄付申込書はホームページ
からダウンロードできます。

LINE公式アカウントfacebook

　ご自身の健康や病気について悩みをお持ちの方は、当財団の 「いのちの相談室」 を利用ください。
相談室では、久留米大学病院や地域の医師会、財団に参加する医師が皆様の相談、質問に専門的
立場からお答えします。セカンドオピニオンも可能です。ホームページに備えているフォームをご利用くだ
さい。相談や質問に関わる個人情報は、当財団の個人情報保護方針に従って厳重に取り扱います。

「いのちの相談室」をご利用ください

いのちの相談室

筑後川が生んだ平野にある「水郷・柳川」。弥生時代以降、満潮の海水が
川をさかのぼる海抜6㍍以下の低地に、暮らしや農業に必要な真水を貯め
る「掘割」が千㌔㍍近く築かれた。1960年代以降は川下り観光に生かされ、
国内外から年間数十万人が訪れる。題字は廣田皓華氏（福津市在住）

ボランティア募集

アンケート

寄付申し込み入会申し込み

YouTubeチャンネル



　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
２
０
２
２
年
の

報
告
で
は
男
性
は
82
歳
、
女
性
で
は
88
歳

で
、い
ず
れ
も
世
界
最
高
で
し
た
。
し
か
し
、

健
康
寿
命
の
方
は
男
性
が
72
・
６
歳
、
女
性

が
75
・
５
歳
。
従
っ
て
、
男
女
と
も
約
10
年

間
は
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
困
難
な

期
間
（
介
護
が
必
要
な
期
間
）
を
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て「
元
気
で
長
生
き
」

が
日
本
の
高
齢
者
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
健
康
な
生
活
を
長
く
送
り
た

い
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
も
「
フ
レ
イ
ル
」
と

い
う
横
文
字
は
聞
き
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
な
状
態
と
介

護
が
必
要
な
状
態
の
中
間
の
段
階
で
す
（
図

表
１
）。
転
倒
し
て
骨
折
や
肺
炎
な
ど
で
入

院
し
た
経
験
の
あ
る
方
は
、
病
気
の
治
療
が

順
調
に
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院

前
に
比
べ
す
っ
か
り
体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
治
療
の
た
め

の
安
静
が
か
え
っ
て
体
力
を
落
と
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
体
力
の
低
下
（
フ
レ
イ
ル
へ
の
移

行
）
は
、
適
切
な
対
策
を
と
れ
ば
再
び
健
康

な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
力
は
、
体
の
中
に
ど
れ
く
ら

い
酸
素
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
で

決
ま
り
ま
す
。
こ
の
酸
素
を
取
り
込
む
力（
酸

素
摂
取
量
）
を
米
国
の
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン
博
士

は
三
つ
の
歯
車
の
連
携
で
表
し
ま
し
た
（
図

表
２
）。
体
力
を
決
定
す
る
大
き
な
要
素
の

一
つ
が
、
心
臓
や
肺
の
働
き
と
共
に
筋
肉
の

働
き
な
の
で
す
。
従
っ
て
、
筋
肉
量
の
減
少

は
体
力
低
下
の
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
普
通
の
日
常
生
活
を
送
っ
て
い

て
も
、
加
齢
と
と
も
に
私
た
ち
の
体
か
ら
少

し
ず
つ
筋
肉
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
40
歳

代
か
ら
は
毎
年
１
％
の
筋
肉
が
失
わ
れ
て
い

く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
70
〜
80
歳
代
で
は
20

歳
代
に
比
べ
る
と
、
な
ん
と
３
〜
４
割
も
の

筋
肉
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
下
肢
（
足
）
の

筋
肉
量
の
低
下
が
大
き
く
、
こ
れ
が
転
倒
の

危
険
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
１
回
で
も
転
倒
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
筋
肉
量
が
さ
ら
に
減
少
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
筋
肉
量
は
適
切
に
対
応
を
と

る
こ
と
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
回
復
し
て
い

く
の
で
す
。

　

筋
肉
の
回
復
に
は
二
つ
の
要
素
、
効
果
的

な
運
動
と
、
正
し
い
食
生
活
の
組
み
合
わ
せ

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
運
動
で
す
が
、
体
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
有
酸
素
運
動
の
継
続
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
有
酸
素
運
動
と
は
運
動
時
間
が

経
過
し
て
も
息
苦
し
く
な
ら
な
い
、
普
通
に

会
話
し
な
が
ら
で
き
る
強
さ
の
運
動
で
す
。

ご
自
宅
で
の
運
動
で
は
散
歩
の
継
続
、
体
力

が
比
較
的
高
い
人
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。
運
動
の
継
続
時
間
は
１
回
30

分
以
上
で
、
週
３
回
以
上
の
頻
度
を
目
標
と

し
ま
す
。
こ
う
し
た
有
酸
素
運
動
で
は
筋
肉

で
酸
素
を
有
効
に
利
用
す
る
力
が
増
し
て
い

き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
有
酸
素
運
動
の
み
で
は
、
筋
肉

量
の
大
き
な
回
復
は
望
め
な
い
の
で
す
。
有

酸
素
運
動
に
加
え
て
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
筋
ト
レ
）
の
併
用
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
上
手
に
行
え
ば
年
齢
に
関
係
な
く
失
わ

れ
た
筋
肉
が
回
復
し
て
い
き
ま
す
。
ご
自
宅

で
簡
単
に
で
き
る
下
肢
へ
の
筋
ト
レ
と
し
て

は
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
普
通
の
ス

ク
ワ
ッ
ト
で
は
有
酸
素
運
動
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ク
ワ
ッ
ト

（
１
回
３
〜
４
秒
か
け
て
）
で
筋
肉
量
が
回

復
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
体
重
を
使
っ
た

筋
ト
レ
で
す
が
、
10
回
以
上
繰
り
返
し
て
も

問
題
な
く
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
（
１
㎏
程
度
か
ら
）
を
持
っ
て

同
じ
よ
う
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
行
う
と
、
さ
ら

に
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　

逆
に
下
肢
の
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合

は
、
椅
子
の
背
を
利
用
し
て
ゆ
っ
く
り
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
筋

ト
レ
は
壊
れ
た
筋
肉
の
回
復
（
こ
の
こ
と
で

筋
肉
量
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
）
の
た
め

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
合
間
に
時
間
を
空
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
従
っ
て
２
〜
３
日
間

隔
を
空
け
な
が
ら
行
う
方
が
効
果
的
で
す
。

　

こ
う
し
た
運
動
の
種
類
、
強
さ
、
回
数
な

ど
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
、
効
果
を
高
め
安

全
に
運
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
重
要
で

す
。
薬
と
同
じ
よ
う
に
運
動
も
処
方
と
い
う

考
え
方
で
、
運
動
の
強
さ
や
頻
度
、
方
法
を

決
定
し
て
い
く
の
で
す
（
図
表
３
）。

　

中
高
年
の
疾
患
予
防
の
栄
養
指
導
と
い
え

ば
、
メ
タ
ボ
対
策
で
、
過
食
や
高
脂
肪
食
に

対
す
る
注
意
な
ど
食
事
制
限
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
高
齢
者
の
体
力
回
復
の
た

め
に
は
積
極
的
な
栄
養
摂
取
が
鍵
と
な
っ
て

き
ま
す
。
失
わ
れ
た
筋
肉
の
回
復
の
た
め
に

は
、
運
動
と
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が
重
要
な

の
で
す
。
実
は
加
齢
に
伴
っ
て
同
じ
量
の
た

ん
ぱ
く
質
を
摂
取
し
て
も
筋
肉
を
作
る
効
率

が
低
下
し
て
く
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は
体
内
に
貯
め
て

お
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
毎
食
し
っ
か

り
と
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
は
、
肉
や
魚
介
、
大
豆
製
品
、
卵
、
乳

製
品
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
特
に
か
む
力
を

鍛
え
る
意
味
で
も
積
極
的
に
肉
食
系
を
意
識

す
る
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

筋
肉
が
回
復
し
、
元
気
に
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
人
生
の
目
的
の

一
つ
は
、
社
会
と
関
わ
り
、
人
と
触
れ
合
う

こ
と
で
生
ま
れ
る
喜
び
で
す
。
活
動
性
が
向

上
す
る
こ
と
で
積
極
的
な
社
会
参
加
の
意
欲

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
食
事
・
運
動
・
社
会

参
加
の
良
好
な
循
環
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
い
っ
た
ん
フ
レ
イ
ル
に
陥
っ
て
も
再
び

健
康
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
の
で
す
。
フ
レ

イ
ル
対
策
を
上
手
に
継
続
す
る
こ
と
で
、
健

康
で
元
気
な
生
活
を
で
き
る
だ
け
長
く
送
り

ま
し
ょ
う
。

（ ）

予
備
能
力
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元気に老いる「処方箋」。
健　 康

　われわれにとって年齢を重ねていくことは避けられませんが、元気に老いることは可能です。 
元気に老いることで健康寿命を伸ばしていきましょう。 体力を取り戻すにはどのようなことに気を
つければいいのか、日常の運動や食事について、みらい介護医療院の平松義博院長 （社会医療
法人天神会副理事長） に聞きました。

１
９
７
７
年
九
州
大
学
医
学
部
卒
、 

同
九
州
大
学
第
一
内
科

入
局
、１
９
８
６
年
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
留
学
、２
０

０
８
年
社
会
医
療
法
人
天
神
会
古
賀
病
院
２１
副
院
長
、２
０

１０
年
４
月
同
院
長
、２
０
１
９
年
２
月
医
療
法
人
社
団
豊
泉

会
理
事
長
、２
０
２
１
年
４
月
現
職
。 

専
門
は
循
環
器
内
科
。

筋
肉
を
回
復
さ
せ
る
に
は

具
体
的
ど
う
す
る
の
で
す
か

体
力
の
低
下
と
は

ど
う
い
う
状
態
な
の
で
す
か

健
康
寿
命
は

な
ぜ
大
切
な
の
で
す
か

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
の

意
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ど
の
よ
う
な
食
事
に

気
を
つ
け
れ
ば
いい
の
で
す
か

図表3

図表2 酸素を取り込む力が私たちの体力を決定

運動療法　　運動処方

■運動処方の
　構成要素

▽運動の強度 ： 有酸素運動
▽運動の種類 ： 散歩、スロージョッギング
▽運動の持続時間 ： 主運動30分以上を目安
▽運動の頻度 ： 週3回以上を目安

■トレーニングの
　構成要素

▽ウォームアップ
▽持久性運動 ： 有酸素運動は週3回以上
▽筋力トレーニング （筋トレ） ： 週３回以内
▽クールダウン

二酸化炭素
産生

酸素の
消費

酸素輸送

二酸化炭素
輸送

呼 気
肺
循
環

末
梢
循
環

吸 気

肺で酸素を取り込み、心臓は全身の組織へ酸素を送り込みます。
筋肉で上手に酸素を使う能力も体力を決定する大きな要素。

図表1 【 フレイルとは 】
健康と要介護の中間の状態

健康寿命を伸ばす ＝ フレイルからの回復

社会医療法人天神会
副理事長  
みらい介護医療院院長 
 ひらまつ   よしひろ

平松 義博

加 齢
健康寿命

https://kaigo.homes.co.jp/manual/healthcare/kaigoyobo/flailexamination/

Wasserman K et al. :  Exercise testing and interpretation, 1987 : 一部改変　平松
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わ
が
国
の
救
急
業
務
、
救
急
医
療
制
度
が

誕
生
す
る
き
っ
か
け
は
、
昭
和
30
〜
40
年
代

に
か
け
て
の
交
通
事
故
件
数
の
増
加
で
あ

る
。
急
増
す
る
交
通
事
故
傷
病
者
に
対
応
で

き
る
搬
送
手
段
と
診
療
可
能
な
医
療
機
関
が

不
足
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
昭
和
38
年
、

消
防
法
を
一
部
改
正
し
て
、
交
通
事
故
な
ど

屋
外
の
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
業

務
を
「
救
急
業
務
」
と
定
義
し
て
法
制
化
し

た
。
救
急
車
で
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
搬
送

す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
が
、
当
時
の
主

な
対
象
は
事
故
や
災
害
に
よ
る
外
傷
患
者
で

あ
っ
た
。

　

一
方
、
受
け
皿
と
な
る
医
療
機
関
を
確
保

す
る
た
め
昭
和
39
年
、厚
生
省（
当
時
）は「
救

急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
」
を
定
め
、
い
わ

ゆ
る
救
急
告
示
病
院
制
度
が
始
ま
っ
た
。
昭

和
52
年
に
救
急
医
療
対
策
事
業
と
し
て
救
急

医
療
機
関
を
機
能
別
に
階
層
化
し
た
。
こ
れ

が
今
日
の
初
期
（
一
次
）、
二
次
、
三
次
救

急
医
療
体
制
の
始
ま
り
で
あ
る
。
外
傷
患
者

の
搬
送
だ
け
で
な
く
、
急
病
依
頼
も
増
加

し
、
救
急
傷
病
者
全
般
に
対
応
す
る
こ
と
が

日
常
化
し
、
昭
和
61
年
に
疾
病
傷
病
者
の
搬

送
が
法
的
に
追
加
さ
れ
た
。

　

平
成
３
年
に
救
急
救
命
士
法
が
公
布
さ

れ
、
搬
送
途
上
で
傷
病
者
の
状
態
を
悪
化
さ

せ
ず
、
安
定
化
を
図
る
手
当
や
処
置
（
病
院

前
救
護
）
を
専
門
的
に
行
う
医
療
職
と
し
て

救
急
救
命
士
が
誕
生
し
た
。
救
急
救
命
士

は
、
医
師
の
具
体
的
指
示
の
も
と
で
乳
酸
リ

ン
ゲ
ル
液
を
用
い
た
静
脈
路
確
保
の
た
め
の

輸
液
や
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
よ
る
気
道

確
保
等
の
処
置（
特
定
行
為
）が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

▽
初
期
（
一
次
）
救
急
医
療
機
関

　

一
般
の
外
来
診
療
終
了
後
の
時
間
外
の
救

急
診
療
を
担
う
医
療
機
関
で
、
初
期
診
療
が

目
的
で
あ
り
入
院
設
備
は
な
い
。
入
院
が
必

要
な
場
合
は
、
二
次
救
急
医
療
機
関
に
紹
介

す
る
。
自
治
体
の
長
の
要
請
で
整
備
さ
れ
た

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
る
。

▽
二
次
救
急
医
療
機
関

　

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
の
診

療
が
24
時
間
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
二
次
医

療
圏
単
位
で
整
備
さ
れ
た
医
療
機
関
を
い

う
。
救
急
車
を
受
け
入
れ
る
救
急
病
院
に
加

え
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
や
共
同
利
用
型
病

院
な
ど
が
あ
る
。

▽
三
次
救
急
医
療
機
関

　

重
症
及
び
複
数
の
診
療
科
領
域
に
わ
た
る

す
べ
て
の
重
篤
な
救
急
患
者
を
24
時
間
体
制

で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
人
員
、
設
備
を

確
保
し
た
医
療
機
関
で
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
広
範
囲
熱
傷
、

指
肢
切
断
、
急
性
中
毒
な
ど
の
特
殊
疾
病
患

者
の
確
実
な
受
け
入
れ
を
保
証
す
る
た
め
に

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
重
症
救
急
患
者

の
診
療
に
加
え
、
救
急
医
療
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
、
病
院
前
救
護
に
お
け
る
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
業
務
、
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
役
割
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
編

成
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

行
な
ど
救
急
医
療
分
野
の
多
彩
な
機
能
を

担
っ
て
い
る
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
医
療
の
専
門
医

及
び
看
護
師
が
同
乗
し
救
急
現
場
な
ど
に
向

か
い
、
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
ま

で
の
間
、
患
者
に
救
命
医
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
わ
が
国
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

現
在
で
は
全
国
62
施
設
（
福
岡
県
で
は
久
留

米
大
学
病
院
）、
ほ
ぼ
全
て
の
都
道
府
県
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
、
救
急
車
と
同
様
に

傷
病
者
を
搬
送
で
き
る
タ
イ
プ
（
救
急
車
型

ド
ク
タ
ー
カ
ー
）
と
医
師
や
看
護
師
を
現
場

に
搬
送
す
る
タ
イ
プ
（
ラ
ピ
ッ
ド
・
レ
ス
ポ

ン
ス
・
カ
ー
）
が
あ
る
。
交
通
事
故
な
ど
に

よ
る
重
度
外
傷
例
、
複
数
傷
病
者
、
救
出
困

難
例
の
場
合
や
心
肺
停
止
の
よ
う
な
重
症
例

に
出
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
厚
生
労
働
省
に

よ
る
と
、
全
国
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
筑

後
地
区
で
は
久
留
米
大
学
病
院
と
聖
マ
リ
ア

病
院
）
な
ど
に
約
２
６
０
台
配
備
さ
れ
、
出

動
件
数
は
年
約
２
万
１
０
０
０
件
（
令
和
元

年
度
）
に
上
る
。
実
際
に
は
セ
ン
タ
ー
の
な

い
医
療
機
関
で
の
保
有
（
筑
後
地
区
で
は
高

木
病
院
や
ヨ
コ
ク
ラ
病
院
）
も
あ
り
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
実
台
数
は
不
明
で
あ
る
。

　

救
急
疾
患
は
、
ど
の
診
療
科
に
も
そ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
長
ら
く
各
専
門
診
療
科

の
中
だ
け
で
救
急
患
者
へ
の
対
処
の
仕
方
が

受
け
継
が
れ
て
き
た
。
医
学
の
急
速
な
発
展

と
共
に
診
断
法
・
治
療
法
が
細
分
化
し
高
度

化
し
、
専
門
医
志
向
が
強
ま
る
一
方
で
、
１
人

の
医
師
が
自
信
を
持
っ
て
診
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
救
急
疾
患
は
自
ず
と
制
限
さ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
一
次
か
ら
二
次
ま
で
の
救
急

医
療
機
関
で
は
、
外
科
系
当
直
医
、
内
科
系

当
直
医
だ
け
で
は
多
種
多
様
な
訴
え
の
患
者

に
応
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
医

療
を
受
け
る
患
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
も

夜
間
休
日
で
も
常
に
高
い
水
準
の
医
療
を
享

受
し
た
い
と
い
う
意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
、

救
急
医
療
全
般
の
初
期
診
療
が
で
き
る
救
急

医
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
未
知
の

患
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
患
者
自
身

の
医
療
安
全
、
そ
し
て
医
療
機
関
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
患
者
と
社
会

に
と
っ
て
満
足
の
い
く
救
急
診
療
を
提
供
す

る
に
は
救
急
医
療
そ
の
も
の
に
特
化
し
た
専

門
医
（
救
急
医
）
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
救
急
科
専
門
医
が
全

国
に
５
０
０
０
人
程
度
し
か
い
な
い
と
い
う

絶
対
的
専
門
医
不
足
の
状
態
に
あ
る
。
ま

た
、
実
臨
床
を
実
践
す
る
若
手
〜
中
堅
の
救

急
専
門
医
が
三
次
救
急
医
療
機
関
に
偏
在
し

て
お
り
、
地
域
医
療
の
現
場
で
、
そ
の
偏
り

の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
次
救

急
医
療
機
関
の
減
少
（
筑
後
地
区
で
は
休
日

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
は
１
か
所
の
み
）
で
二

次
救
急
医
療
機
関
の
負
担
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
救

急
告
示
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
救
急

医
が
い
な
い
た
め
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
が

極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
施
設
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

救
急
医
療
機
関
が
機
能
別
に
三
つ
に
階
層

化
さ
れ
て
い
る
日
本
に
対
し
て
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
Ｅ
Ｒ
緊
急
救
命
室
」
で
紹
介
さ
れ
た

よ
う
に
、
米
国
の
救
急
病
院
で
は
、
一
次
か

ら
三
次
ま
で
の
す
べ
て
の
救
急
患
者
を
24
時

間
体
制
で
受
け
入
れ
、
患
者
の
状
態
の
深
刻

さ
に
応
じ
て
、
医
師
や
看
護
師
、
多
職
種
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
に
あ
た
る
。

　

た
だ
、
米
国
で
は
一
般
的
に
高
額
な
医
療

費
が
か
か
り
、
救
急
車
の
利
用
料
金
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
消
防
局
の
救
急
搬
送
（
救
命

士
同
乗
）
で
は
、
約
１
２
０
０
ド
ル
が
請
求

さ
れ
る
。
公
的
機
関
や
民
間
の
健
康
保
険
で

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
す
る
場
合
な

ど
で
は
、
患
者
や
家
族
に
と
っ
て
経
済
的
な

負
担
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
。
こ
れ
は
、

米
国
の
医
療
制
度
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
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多種多様な訴えにどう応える

「初期救急」の充実が急務に。

病 気  【救急医療①】

　救急医療は、急な病気やけが、 災害などの緊急事態に迅速かつ適切な医療を提供することを
目的としています。 近年、医療技術の進歩に伴い救急医療は大きく進歩しましたが、 その一方で、
救急医療には、 救急専門医が三次救急医療機関に偏在するなど、 さまざまな課題があります。

国
際
医
療
福
祉
大
学
助
教
、 

日
本
救
急
医
学
会
認
定
救
急

科
専
門
医
、 

薬
剤
師
、 

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、 

新
生

児
蘇
生
法
講
習
Ａ
コ
ー
ス
修
了
、 

緩
和
ケ
ア
研
修
修
了
。 

前

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
。 

専

門
は
Ｅ
Ｒ
診
療
、 

病
院
前
診
療
、 

ド
ク
タ
ー
カ
ー
。

機
能
に
応
じ
て
三
階
層
化

交
通
事
故
対
応
か
ら
ス
タ
ー
ト

個
人
に
高
額
請
求
さ
れ
る
米
国

求
め
ら
れ
る

高
水
準
の
初
期
診
療

救急医療体制系図

医療法人社団高邦会
高木病院  
救急医療部副部長 
 なかやま   し   き

中山 紫季

厚生労働省 第5回救急・災害医療提供体制等に関するワーキンググループ資料より改変

令和4年4月18日現在

令和4年4月18日現在

令和2年4月1日現在 （令和2年度救急現況調査より）

救命救急センター 〈299か所〉
（うち、高度救命救急センター 〈46か所〉）

病院群輪番制 〈398地区、 2,723か所〉

共同利用型病院 〈14か所〉

ドクターヘリ 〈56か所〉

令和2年4月1日現在 （令和2年度救急現況調査より）

在宅当番医制 〈607地区〉

休日夜間急患センター 〈551か所〉

初期救急医療

入院を要する救急医療
（二次救急医療）

救命救急医療
（三次救急医療）
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一
般
に
救
急
医
療
は
、初
期
救
急
（
軽
症
）

と
二
次
救
急（
中
等
症
）、三
次
救
急（
重
症
）

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
三
次
救
急
医
療
を
担
う

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
福
岡
県
で
は
お
お

む
ね
人
口
50
万
人
に
１
か
所
を
目
安
に
設
置

さ
れ
、
現
在
、
県
内
に
10
か
所
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
筑
後
医
療
圏
で
は
、
聖
マ
リ
ア
病

院
と
久
留
米
大
学
病
院
の
２
か
所
に
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
両
施
設
と
も
久
留
米
市
内
に

あ
り
ま
す
が
、
久
留
米
市
の
み
な
ら
ず
、
筑

後
地
域
、
県
南
地
域
の
救
急
医
療
の
砦
と
し

て
の
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

救
命
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
大
き
く
、Ｅ
Ｒ

型
と
救
急
集
中
治
療
型
の
二
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
久
留
米
大
学
病
院
は
、
１
９
８
１
年

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
よ
り
、
初

期
治
療
か
ら
根
本
治
療
ま
で
、
一
貫
し
て
救

命
専
属
医
が
行
う
救
急
集
中
治
療
型
の
救
急

医
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
三
次
救
急
を
主

に
、
シ
ョ
ッ
ク
や
臓
器
不
全
を
呈
す
重
篤
な

患
者
、
多
発
外
傷
患
者
な
ど
の
重
症
患
者
に

対
し
、
専
門
的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
基
地
病
院
で
あ

る
こ
と
も
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一
つ
で

す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
時
速
２
０
０
㎞
以
上

の
速
さ
で
飛
行
し
ま
す
の
で
、
久
留
米
市
を

中
心
に
15
〜
20
分
で
福
岡
県
全
域
を
カ
バ
ー

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
０
２
年
に

全
国
で
５
番
目
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
２

０
２
３
年
３
月
現
在
、
47
都
道
府
県
に
56
機

の
配
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
単
に
救
急
患
者

の
搬
送
を
迅
速
に
行
う
の
で
は
な
く
、
い
ち

早
く
救
急
現
場
に
医
師
を
派
遣
し
、
救
急
現

場
で
速
や
か
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
（「
病

院
前
救
急
診
療
」
と
い
う
）
に
よ
り
、
救
命

率
の
改
善
と
後
遺
症
の
軽
減
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
隣
県
の
佐
賀
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と

の
協
定
に
よ
り
、
重
複
要
請
時
の
相
互
補
完

や
複
数
傷
病
者
発
生
事
案
な
ど
に
も
対
応
で

き
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
病
院
前
救
急
診
療
の
重
要
性
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
医
師
派
遣
型
医
療

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
筑
後
地
域
で
は
、

久
留
米
市
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
複
数

の
病
院
で
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

救
急
医
療
の
充
実
度
は
、
例
え
ば
「
救
急

覚
知
か
ら
病
院
搬
入
ま
で
の
所
要
時
間
」

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
が

「
救
急
搬
送
困
難
例
の
発
生
件
数
」
あ
る
い

は
「
心
肺
停
止
症
例
の
蘇
生
率
や
社
会
復
帰

率
」
な
ど
、
多
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
は
こ
れ
ら
の
指
標
が
、
い
ず
れ
も
常

に
全
国
上
位
に
あ
り
、
な
か
で
も
筑
後
地
域

は
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

以
前
、
い
わ
ゆ
る
「
救
急
車
の
た
ら
い
回

し
」
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
「
搬
送
困
難
例
」
の
増
加
や
「
地
域

外
へ
の
患
者
搬
送
」
が
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
図
表
１
に
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
４
年
間
に
つ
い

て
、①
搬
送
先
医
療
機
関
の
所
在
地
が
筑
後

地
域
で
あ
っ
た
割
合
（
筑
後
地
域
完
結
率
）、

②
救
急
搬
送
先
の
決
定
ま
で
に
救
急
隊
が
医

療
機
関
に
行
っ
た
受
入
照
会
（
問
い
合
わ

せ
）
が
１
回
だ
っ
た
割
合
（
久
留
米
広
域
消

防
本
部
）、③
同
（
消
防
庁
全
国
平
均
）、 

④
２

回
以
上
を
含
む
受
入
照
会
の
合
計－

を
示

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
期
の
２
０
２
２

年
を
除
け
ば
、
２
回
の
要
請
で
お
お
む
ね

98
％
は
受
け
入
れ
先
医
療
機
関
が
決
定
し
、

筑
後
圏
外
へ
の
搬
送
は
約
２
％
（
筑
後
圏
内

で
の
完
結
率
98
％
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
指
標

か
ら
も
、
久
留
米
市
・
筑
後
地
域
の
救
急
医

療
体
制
の
充
実
度
が
分
か
り
ま
す
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
や
制
度
変
更
（
初
期

研
修
シ
ス
テ
ム
や
専
門
医
制
度
）、
さ
ら
に

は
若
者
の
地
方
離
れ
も
加
わ
り
、
既
に
、
筑

後
地
域
で
は
医
師
不
足
や
診
療
科
の
偏
在
が

少
し
ず
つ
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
救

急
医
療
の
危
機
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
生
じ

ま
し
た
。
平
時
に
お
け
る
久
留
米
広
域
消
防

本
部
管
内
の
救
急
要
請
件
数
は
、
１
日
約
60

〜
70
件
程
度
で
す
。
感
染
ピ
ー
ク
時
に
は
、

１
日
70
〜
80
件
を
超
え
（
２
０
２
２
年
８
月

15
日
１
１
６
件
、
図
表
２
）、
救
急
車
が
足

り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
当
然
、
通
常
の

救
急
患
者
も
増
加
し
、
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
病
床
が
ひ
っ
ぱ
く
し
、
救
急
搬
送
先
が
決

ま
ら
な
い
と
い
う
危
機
的
状
態
に
一
時
的
に

陥
り
ま
し
た
。
都
市
部
に
比
べ
、
救
急
医
療

機
関
・
病
床
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
医
師
不
足
に
高
齢
化
社
会
の
本

格
化
に
伴
う
入
院
率
や
入
院
期
間
の
延
長
が

重
な
れ
ば
、
容
易
に
病
床
は
ひ
っ
ぱ
く
し
、

救
急
応
需
状
況
や
地
域
で
の
完
結
率
が
悪
化

す
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
期
の
危
機
を
何
と
か
乗

り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
医
療
機
関
の
情
報
共

有
と
連
携
、
分
担
に
よ
り
ま
す
。
久
留
米
・

筑
後
医
療
圏
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
、

救
急
医
療
協
議
会
や
市
・
消
防
・
医
師
会
（
医

療
機
関
）
と
の
懇
談
会
を
通
し
、
情
報
の
共

有
や
連
携
体
制
を
積
極
的
に
構
築
し
て
き
ま

し
た
。
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
や
救
急
医
療
体

制
の
変
化
を
的
確
に
、
早
期
に
把
握
す
る
た

め
に
も
、
今
後
ま
す
ま
す
、
こ
の
連
携
が
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
で
年
間
約
３
０
０
人
弱
の
救

急
科
専
門
医
が
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
福
岡

県
全
体
で
は
例
年
約
15
人
前
後
と
、
ま
だ
ま

だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筑
後
地
域
で

は
、
聖
マ
リ
ア
病
院
と
当
施
設
が
、
救
急
科

専
門
医
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
幹
病

院
で
あ
り
、
毎
年
、
新
た
な
救
急
科
専
門
医

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
久
留
米
市
内
だ
け

で
な
く
、
福
岡
市
、
飯
塚
市
、
大
牟
田
市
な

ど
の
救
急
医
療
機
関
・
救
命
セ
ン
タ
ー
に
救

急
医
が
出
向
し
、
大
学
病
院
と
も
連
携
し
な

が
ら
各
地
域
の
救
急
医
療
を
牽
引
し
て
い
ま

す
。
救
急
医
の
育
成
に
お
い
て
も
、
県
内
の

他
地
域
に
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

福
岡
県
の
救
急
医
療
を
担
え
る
人
材
の
育
成

を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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ニーズ強まる高度救命救急センター

課題は連携維持、救急医育成。

病 気  【救急医療②】

　高度救命救急センターは、 救急搬送された患者のうち重症度の高い患者を受け入れ、迅速か
つ適切な治療を行います。 年々、救命救急のニーズが高まっていますが、 高度な医療技術を持つ
専門医や看護師は限られており、人員不足が問題となっています。

１
９
９
１
年
鳥
取
大
学
医
学
部
卒
、 

２
０
１
９
年
医
学
博
士

（
久
留
米
大
学
）。 

２
０
１
３
年
久
留
米
大
学
医
学
部
准
教

授
、 

２
０
１
５
年
同
救
急
医
学
講
座
教
授
。 

日
本
専
門
医
機

構
救
急
科
専
門
医
、 

日
本
救
急
医
学
会
指
導
医
、 

日
本
集
中

治
療
医
学
会
集
中
治
療
専
門
医
。

国
内
５
番
目
に

ド
ク
タ
ーヘ
リ
導
入

照
会
２
回
で

受
け
入
れ
９８
％
決
定

久
留
米
市
に

２
か
所
の
三
次
救
急
施
設

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

コロ
ナ
禍
で
見
え
た
問
題
と
課
題

図表1  過去4年間の救急搬送の筑後地域完結率
　　　 および受入照会が1回で決定した割合など

図表2　久留米広域消防本部の1日救急出動件数 （2022年）

久留米大学病院
高度救命救急センター  
センター長 
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不搬送含め年間 23,525件
■ 新型コロナ関連以外
■ 新型コロナ関連事案

8月15日116件出動

1月 4月 8月 12月

19,613

17,963

19,182

21,365

2019年 2020年 2021年 2022年

④2回以上を含む受入照会の合計数 （久留米広域消防本部）

97.9

87.8

③受入照会が1回で決定した割合 （消防庁全国平均）
②受入照会が1回で決定した割合 （久留米広域消防本部）

①筑後地区医療機関に救急搬送された割合 （久留米広域消防本部）



　

ヨ
コ
ク
ラ
病
院
は
、
救
急
病
院
の
中
で
二

次
救
急
病
院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

病
院
の
あ
る
地
域
で
起
こ
る
急
病
や
け
が
な

ど
の
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
、
検
査
処
置
治

療
か
ら
入
院
治
療
、
さ
ら
に
重
症
者
に
つ
い

て
は
高
次
医
療
機
関
へ
の
引
き
継
ぎ
な
ど
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
の
で
、

も
ち
ろ
ん
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
は
高

齢
者
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
の
高

齢
社
会
の
特
徴
と
し
て
高
齢
独
居
や
老
老
介

護
の
世
帯
、
そ
し
て
介
護
施
設
か
ら
の
救
急

搬
送
が
多
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
救
急
搬

送
で
は
生
命
に
関
わ
る
状
態
で
あ
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
意
思
表
示
で
き

な
い
方
も
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
私
た
ち
医
療
機
関
の

職
員
は
で
き
る
限
り
の
処
置
を
施
し
ま
す
。

急
な
病
気
で
は
本
人
も
意
思
表
示
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
、
家
族
も
気
が
動
転
し
、
し
か

も
来
院
し
て
い
る
自
分
が
親
族
を
代
表
し
た

判
断
を
伝
え
る
な
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。  

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
段

と
な
り
ま
す
。  

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
体
制
を
さ
ら
に
普

及
す
る
必
要
性
は
、
救
急
病
院
が
一
番
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
様
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の

見
解
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
救
急
医

療
の
現
場
で
実
施
す
る
処
置
に
つ
い
て
は
、

救
命
治
療
と
延
命
治
療
に
境
目
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
救
急
車
で
運
ば
れ
た
患
者
さ
ん
の

状
態
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
処
置
に
つ
い

て
は
、
命
を
救
う
、
命
を
延
ば
す
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

整
理
す
る
と
「
延
命
治
療
」
と
述
べ
ら
れ

る
の
は
、
が
ん
な
ど
に
お
い
て
病
状
が
末
期

状
態
で
あ
る
場
合
、
ま
た
高
齢
者
で
病
気
の

発
症
が
寿
命
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場

合
も
し
く
は
回
復
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
高
齢

で
肉
体
的
に
可
能
性
が
厳
し
い
場
合
、
そ
し

て
年
齢
に
関
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の
病

状
に
お
け
る
生
命
予
後
が
回
復
困
難
な
場
合

な
ど
に
「
少
し
で
も
命
を
永
ら
え
る
治
療
」

を
意
味
し
ま
す
。

　

延
命
治
療
の
限
界
。
非
常
に
重
い
言
葉
で

す
。
私
た
ち
人
間
も
地
球
上
で
は
一
つ
の
生

命
体
で
す
。
ど
の
よ
う
な
生
命
体
に
も
寿
命

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
寿
命
と

い
う
の
は
、
経
年
で
の
老
い
に
よ
る
場
合

と
、
肉
体
が
機
能
継
続
で
き
な
い
場
合
が
存

在
し
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
若
年
で
も
起

こ
り
得
ま
す
し
、
病
気
や
け
が
で
突
然
訪
れ

る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。
医
学
が
発
展
し

医
療
が
発
達
し
命
を
救
う
技
術
は
著
し
く
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
医
療
者
と
し
て
疾
病
と
は
克
服
す
べ

き
課
題
で
す
が
、
全
て
で
達
成
で
き
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
病
気
や
け
が

で
あ
れ
、
生
命
維
持
の
限
界
が
予
測
さ
れ
る

場
合
は
、
本
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
担
当

す
る
医
療
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
い
責
任

と
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
医
療
者
は
経
験
と

研
鑽
を
積
む
こ
と
で
、
そ
の
厳
し
さ
を
乗
り

越
え
る
術
を
身
に
付
け
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

日
夜
悩
む
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
そ

の
現
実
を
本
人
や
家
族
に
伝
え
る
に
は
、
そ

の
原
因
と
今
後
の
予
測
や
考
え
得
る
限
り
の

治
療
手
段
を
考
慮
し
て
、
判
断
し
た
結
果
を

伝
え
ま
す
。
医
療
の
進
歩
が
あ
っ
た
と
し
て

も
人
間
の
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
受
け
入
れ
る
本
人
や
家

族
に
一
番
身
近
に
寄
り
添
え
る
医
療
者
で
あ

る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
の
は
、
自
分
の
身
に
生
命

の
終
焉
が
訪
れ
よ
う
と
し
た
と
き
に
自
分
の

命
に
対
し
て
行
わ
れ
る
医
療
を
考
え
、
自
分

自
身
が
望
む
最
後
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
日

頃
か
ら
考
え
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
一

般
的
に
は
高
齢
で
あ
る
ほ
ど
機
会
が
訪
れ
る

確
率
が
高
く
、
自
身
で
し
っ
か
り
考
え
る
時

間
が
限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
活
動
が
活
発
で
す
。
し
か
し
、
自
分

や
家
族
の
命
を
考
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、

全
て
の
世
代
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

し
、
家
族
が
集
ま
っ
た
時
に
話
題
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
課
題
で
す
。

　

臓
器
移
植
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
な
か
な

か
広
が
り
ま
せ
ん
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は

多
く
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き

な
課
題
と
し
て
は
臓
器
移
植
へ
の
理
解
が
不

足
し
て
い
る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
時
々

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
移
植

が
必
要
な
子
供
た
ち
が
海
外
に
移
植
の
た
め

渡
航
す
る
話
で
す
。
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

医
療
技
術
を
有
し
て
い
る
日
本
に
お
い
て
、

技
術
的
に
移
植
が
で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
理
解
が
深
ま
っ
て
な
い
こ
と
が
要
因

で
、
そ
の
解
決
に
は
ま
ず
、
救
命
治
療
や
延

命
治
療
、
脳
死
や
植
物
状
態
、
ド
ナ
ー
や
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
、
終
末
期
医
療
な
ど
医
学
用
語

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

救
急
医
療
に
お
い
て
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
大
切

さ
、
そ
し
て
医
療
技
術
が
進
歩
し
た
か
ら
こ

そ
の
終
末
期
医
療
や
移
植
医
療
、
延
命
治
療

の
課
題
。
本
人
や
家
族
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
で
す
の
で
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
や
医
療
機
関
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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ヨコクラ病院ACPガイドブック

高齢化地域の救急医療とACP

医療の限界を知り、備える。

病 気  【救急医療③】

　ACP （アドバンス・ケア・プランニング＝人生会議） について、既に見聞きし、考えられた方は
多いのではないでしょうか。 自分自身や家族と一緒に自分の生命の終焉を考え、記録に残す、
そして医療者はその支援を行うというACP。 高齢化地域の救急医療とACPについて考えます。

2
0
0
0
年
久
留
米
大
学
医
学
部
卒
、 

2
0
0
8
年
同
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
終
了 （
医
学
博
士
）、 

2
0
0
9
年

独
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
留
学
。 

2
0
0
1
年
久
留
米
大
学
外

科
学
講
座
入
職
、 

2
0
1
0
年
医
療
法
人
弘
恵
会
ヨ
コ
ク
ラ

病
院
入
職
、 

同
法
人
副
理
事
長
、 

2
0
1
2
年
同
病
院
院
長

代
行
、 

2
0
1
5
年
12
月
現
職
。

「
救
命
治
療
」と「
延
命
治
療
」

「
寿
命
」は
超
え
ら
れ
な
い

あ
ら
か
じ
め「
意
思
表
示
」を

求
め
ら
れ
る

移
植
医
療
へ
の
理
解

全
世
代
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

社会医療法人弘恵会
ヨコクラ病院  
病院長 
 よこくら   よしのり

横倉 義典

一人一人のLifeを生き抜くために
　突然の病気や事故では、患者は治療やケアについて意
思表示できなかったり、家族も判断することが困難な場
合があります。 ACP （アドバンス・ケア・プランニング
＝人生会議） は、こうした時のために医師や看護師など
の医療者が、患者を中心に、家族や信頼できる人と話し
合いを繰り返し、将来の治療･ケアを前もって決めてお
く試みです。
　 ACPは次の三つに分類されます。
　（１） 健康もしくは持病が安定している一般の成人を
対象とし、万一に備えて、命に対する考え方などを話し
合います。
　（２） 持病が進行し、人生の最終段階を迎えようとして
いる場合で、病状の見通しやどのような治療・ケアを受
けるのかなどについて話し合います。
　（３） 死が近づいた時には、心肺蘇生などの延命治療法
について話し合います。
 　近年、これらのACPをより円滑に進めるためのSDM
（シェアード・ディシジョン・メイキング＝協働的意思決
定） という取り組みが注目されています。 SDMでは、患

者と医師の双方が話し合いを繰り返し、治療方法に関す
るエビデンス （科学的根拠） や治療方針、患者の価値観
や希望などの情報を共有します。これにより、医師が患者
に治療方針を押しつけることもなければ、患者が医師の
勧めを無視して治療方針を選ぶこともなくなります。
　さらに最近、若手医師を中心に、医療者が死に直面し
ている患者とのコミュニケーション力を高めるための
バイタルトーク （Vital Talk） という運動が進められて
います。患者に知らせる、患者の感情を受け止める、患者
の希望に沿った治療方針を決める－という三つからなる
対話法です。対話を通して、患者に寄り添い患者の痛みに
共感する医療者の育成も求められています。
　英語のLifeには二つの意味があります。一つは命です。
もう一つは人生です。これまで皆さんは、いろいろな場で
自分のLifeを考え、選択して来られました。この世に別れ
を告げる最後に、自分の考えを定め、愛する家族に伝え
ておくことは、Lifeを生き抜くうえで最も大切なことで
はないでしょうか。
　　　　 （久留米・筑後移植医療推進財団理事   藤堂 省）



　

久
留
米
広
域
消
防
本
部
の
救
急
業
務
の
特

徴
と
し
て
は
、
２
０
２
１
年
中
の
救
急
搬
送

時
間
が
28
・
６
分
と
な
っ
て
お
り
、
政
令
市

ま
た
は
中
核
市
を
管
轄
し
て
い
る
消
防
本
部

の
中
で
全
国
２
位
と
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

ま
た
、
同
年
中
の
心
肺
停
止
傷
病
者
の
１
か

月
後
生
存
率
は
32
・
５
％
で
あ
り
、
福
岡
県

（
都
道
府
県
別
全
国
１
位
）
の
生
存
率
18
・

８
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
い
水
準
で
救
急
業
務
を
提

供
で
き
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
管
内
に
三

次
救
急
医
療
機
関
が
久
留
米
大
学
病
院
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
聖
マ
リ
ア
病
院
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
あ
り
、
他
に
も
二

次
救
急
医
療
機
関
が
点
在
し
て
い
る
な
ど
、

医
療
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
筑
後
地
域
救
急
業
務
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
を
中
心
に
救
急
救
命

士
の
教
育
や
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
入
れ
た
病
院
実
習
な
ど
、
救
急
救
命
士

を
含
む
救
急
隊
員
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

近
年
の
救
急
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
や
不
必
要
な
救
急
要
請
な
ど

に
よ
り
、
救
急
出
動
件
数
の
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
も
重
な
り
、
過
去

最
高
の
救
急
件
数
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、

救
急
隊
が
複
数
回
問
い
合
わ
せ
て
も
受
け
入

れ
医
療
機
関
が
決
ま
ら
ず
、
長
時
間
現
場
に

滞
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
搬
送
困
難
な
事
案
が

急
増
し
ま
し
た
。

　

救
急
搬
送
の
内
訳
は
、
約
半
数
が
入
院
を

要
さ
な
い
軽
症
で
あ
り
（
図
表
）、
30
歳
未

満
で
は
約
８
割
が
軽
症
で
す
。
救
急
出
動
件

数
が
増
加
す
る
と
、
救
急
医
療
の
ひ
っ
ぱ
く

に
つ
な
が
り
、
救
急
医
療
体
制
を
維
持
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
の
維
持
は
、
救
え
る
命
を

守
る
た
め
最
優
先
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
救
急
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
久
留
米
広
域
消
防
本
部
で
は
、
高
度
化

す
る
救
急
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
救

命
士
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
研
修
や
指
導
救
命
士

に
よ
る
教
育
体
制
の
充
実
な
ど
、
救
命
率
向

上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
が
安
心
と
安
全
を
感

じ
な
が
ら
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
、
地
域
救
急
医
療
の
一
員
と
し
て
救
命
の

思
い
が
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
の
特
徴
的
な
傾
向
は
、
高
齢
者
の
救

急
搬
送
の
割
合
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
、
久
留
米
広
域
消
防
本
部
管
内
で

も
、
救
急
要
請
件
数
が
高
齢
化
に
伴
い
増
加

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
よ
り
本
格
化
す

る
「
医
師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」
を
行
い

つ
つ
、
筑
後
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
聖
マ
リ
ア
病
院
に
限
ら
ず
、
救

急
医
療
に
携
わ
る
全
て
の
も
の
の
使
命
で

す
。

　

医
療
機
関
が
多
く
、
医
療
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
筑
後
地
域
で
さ
え
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
期
に

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う
に
、
医
療

を
必
要
と
す
る
地
域
の
患
者
が
十
分
な
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
に
陥
っ
た

こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
医
療
資
源
を
限
り
あ
る
も
の

と
考
え
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
医
師

会
や
行
政
、
消
防
、
地
域
住
民
な
ど
で
今
ま

で
以
上
に
連
携
し
、
情
報
の
共
有
な
ど
協
力

し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
救
急
医

療
体
制
は
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
方
や
消
防

機
関
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
機
能

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
必

要
な
方
が
必
要
な
時
に
適
切
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
地
域
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
働

い
て
い
ま
す
が
、
救
急
医
療
に
限
ら
ず
、
ど

こ
の
地
域
に
も
負
け
な
い
、
久
留
米
・
筑
後

住
民
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
医
療
体
制
を

築
き
上
げ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
背
景
に
か
か
わ
り
な

く
救
命
の
た
め
に
最
善
の
治
療
・
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、高
齢
化
に
伴
い
、

救
急
医
療
に
お
い
て
も
「
人
生
の
最
終
段

階
」
を
迎
え
た
患
者
に
接
す
る
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。
人
生
の
最
終
段
階
を
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と

も
、
今
後
の
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

聖
マ
リ
ア
病
院
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
指
定
を
受
け
て
以
降
、
４
例
の
脳
死
下
臓

器
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
臓
器
移
植
の
貴
重

な
希
望
を
叶
え
る
こ
と
も
医
療
機
関
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
た
だ
単
に

医
療
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

図表  久留米広域消防本部の
　　  救急搬送の内訳

図表  救急搬送患者の年齢
　　  構成 〈聖マリア病院〉

久留米広域消防本部統計から
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医療ひっぱく招く不急の救急出動

適正利用で救命率の向上へ。

病 気  【救急医療④】

　久留米広域消防本部は、4市2町 （久留米市、大川市、小郡市、うきは市、大刀洗町、大木町）
を管轄、5消防署7出張所に16隊の救急隊を配備し、年間23,000件を超える救急需要に対応
しています。 119入電から病院収容までの救急搬送時間が全国有数の短さである同本部の救急
業務の特徴と課題について説明します。

１
９
８
４
年
久
留
米
広
域
消
防
本
部
採
用
、 

２
０
０
８
年
消

防
本
部
総
務
課
消
防
団
主
幹
、 

２
０
１
１
年
消
防
本
部
人
事

研
修
課
長
、 

２
０
１
５
年
次
長
、 

２
０
１
９
年
消
防
長
、 

２

０
２
３
年
定
年
退
職

半
数
は
入
院
不
要
の
軽
症

救
急
救
命
士
の
拡
充
図
る

救
急
搬
送
、

全
国
２
位
の
２８
・
６
分

前・久留米広域
消防本部消防長  
 あきよし   ひろゆき

秋吉 弘章

働き方改革の中、救急体制維持

安心・安全な地域づくりを。

病 気 【救急医療⑤】

　聖マリア病院の運営方針には 「救命救急医療を通じ、断らない医療を推進する」 との一文が
掲げられています。 この運営方針の下、当院の救命救急センターは重症患者だけでなく、多様で
複雑な傷病かつ幅広い年齢層、幅広い重症度にわたる救急患者 （救急車やドクターヘリによる
救急搬送） を受け入れています。 その結果、年間約10,000件の救急搬送を受け入れています。

医
師
会
、消
防
、住
民
と

連
携
強
化

豊
か
な

「
人
生
の
最
終
段
階
」に

コロ
ナ
禍
で
課
題
浮
き
彫
り

聖マリア病院 
救命救急センター
センター長 
ためひろ  かずひと

爲廣 一仁

聖マリア病院 
救命救急センター
副センター長 
 こ   が     ひとし

古賀 仁士
１９９９年佐賀医科
大学卒。２００４年聖
マリア病院脳神経外
科。２０１０年から聖
マリア病院救急科。
日本救急医学会救
急科専門医、日本脳
神経外科学会脳神
経外科専門医。

１９９１年久留米大学
卒。１９９８年聖マリ
ア病院外科・救急診
療科、２００４年同救
急科医長、２０１０年
同救急科診療部長、
２０２２年現職。日本
救急医学会指導医、
同救急科専門医。

■ 10歳以下　■ 11歳～20歳　■ 21歳～30歳　
■ 31歳～40歳　■ 41歳～50歳　■ 51歳～60歳　
■ 61歳～70歳　■ 71歳以上
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大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
と
は
、
本
人
の
尊
厳
を
追
求
し
、
自
分

ら
し
く
最
期
ま
で
生
き
、
よ
り
良
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
医
療
・
ケ
ア
で
す
（
厚
生
労

働
省
：
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）。
そ
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
を

話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

柏
木　
厚
労
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
69
・
９
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

15
・
７
％
で
し
た
。
実
は
、
約
70
年
前
の
１

９
５
１
年
当
時
、
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
11
・
７
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

82
・
５
％
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
次
第

に
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
は
増

え
、
25
年
後
の
１
９
７
６
年
に
割
合
が
逆

転
、
１
９
９
９
年
に
は
医
療
機
関
で
亡
く
な

る
人
が
８
割
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
欧
米
で

は
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
約
５

割
な
の
で
、
日
本
で
の
「
病
院
死
」
の
割
合

が
い
か
に
高
い
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自

宅
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
過
去
を
よ
く

知
ら
な
い
し
、
自
宅
で
の
葬
式
の
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
。「
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
自
宅
に
帰
り
た
い
な
ら
帰
り

ま
し
ょ
う
」
と
勧
め
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
昔

は
、
そ
れ
は
別
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
は
ず
な
の
で
す
ね
。

大
谷　
家
族
と
の
面
談
の
際
に
「
昔
は
家
で

ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と

言
う
と
、
50
歳
以
上
の
人
は
う
な
ず
い
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
若
い
方
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
「
い
い
え
、
病
院
で
し
た
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
当
た
り

前
で
あ
っ
た
自
宅
で
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
を
、
新
し
い
こ
と
と
し
て
患
者
や
家
族
に

勧
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

大
谷　
病
院
や
施
設
で
亡
く
な
る
人
が
増
え

て
き
た
理
由
は
、
核
家
族
化
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
、
家
で
家
族
に
看
取
ら
れ

る
環
境
に
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
な
ど
の
人
材
不
足
が
あ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響

し
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　
50
年
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
、
医
療
の
進
歩
、
家
族
構
成
の
変
化
な
ど

の
影
響
で
、
在
宅
で
は
な
く
て
、
病
院
で
人

生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
と
い
う
の
が
増
え

て
き
て
、
ま
た
、
在
宅
で
の
大
変
さ
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
、
介
護
施
設
な
ど
で
過
ご

す
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
失
わ
れ
た
価
値
も
含
め
、
こ

こ
最
近
在
宅
で
の
看
取
り
の
若
干
の
増
加
と

い
う
、
少
し
揺
り
戻
し
が
き
て
い
る
と
い
う

捉
え
方
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
は
、
全
人
的
苦
痛
と
呼
ば
れ
る
、
身

体
の
痛
み
な
ど
に
対
す
る
「
身
体
的
ケ
ア
」

の
ほ
か
、不
安
や
孤
独
感
な
ど
に
対
す
る
「
精

神
的
ケ
ア
」、
仕
事
上
や
家
庭
内
の
問
題
な

ど
に
対
す
る
「
社
会
的
ケ
ア
」、
人
生
の
意

味
へ
の
問
い
な
ど
に
対
す
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
そ

の
全
人
的
苦
痛
に
対
し
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で

は
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
生
命
を
脅
か
す
疾
患

に
よ
る
苦
痛
や
関
連
す
る
問
題
の
た
め
に
居

宅
（
自
宅
・
介
護
施
設
な
ど
）
で
の
療
養
が

困
難
な
患
者
を
入
院
の
対
象
と
し
、
専
門
職

に
非
専
門
職
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
加

え
た
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
、
患
者
と
そ
の
家
族
（
家
族
以
外
の
介

護
者
、
患
者
が
大
切
に
思
う
人
を
含
む
）
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
人
生
と
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目

的
と
し
た
全
人
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
に

特
化
し
た
医
療
・
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
16
病
床

で
、
年
間
約
１
５
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

柏
木　
飯
塚
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
、
18
病
床
で
年
間

約
２
９
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
病
床
の
中
で
、
多
く
の
困
っ
て
い
る
患

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
長
期
の
入
院
は
難

し
く
、
介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
し
な
が

ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
協
会
加
盟
施
設
の
最
新
デ
ー
タ
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
月

現
在
で
全
国
の
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
施
設
・

病
床
数
は
、
計
３
８
９
施
設
８
１
６
９
病
床

あ
り
、
こ
の
う
ち
朝
倉
・
筑
後
・
筑
豊
地
域

に
は
、
計
10
施
設
１
８
５
病
床
が
あ
り
ま
す

（
図
表
３
）。

大
谷　
以
前
、
私
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、『
家
』 

で
過
ご
す
意
味
と
し
て
「
気
ま
ま

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」「
過
去
に
思
い

を
は
せ
、
大
事
な
人
と
つ
な
が
る
」、
一
方
、

『
緩
和
ケ
ア
病
棟
』
で
過
ご
す
意
味
と
し
て

「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
こ
と
が
挙
が
り
ま

し
た（O

tani H, Palliat M
ed Rep, 2020

）。

柏
木　
病
院
で
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
医
療
者
と
し
て
は
、 

在
宅
が

良
い
と
か
病
院
が
良
い
と
か
の
意
識
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
が
ま
と
め
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
五
つ
の
構
成
要
素
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
①
医
療
・
看
護
、 

②
介
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
③
保
健
・
予
防
と
、
そ
の

前
提
と
し
て
の
④
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、 

⑤
住
ま
い
と
住
ま
い
方－

が
相
互
に
連

携
し
、
在
宅
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

人
が
そ
こ
で
過
ご
す
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
住
ま
い
な
の
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
住
ま

い
と
介
護
が
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、
医
療

も
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
の
高
齢
者
に

と
っ
て
、
一
概
に
自
宅
が
良
い
と
か
病
院
が

良
い
と
か
言
え
ず
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
必

要
な
住
ま
い
が
整
備
さ
れ
、
患
者
の
希
望
と

経
済
力
に
基
づ
く
住
ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

大
谷　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
患
者
の
身
体
的
な
苦

痛
の
軽
減
や
精
神
的
、
社
会
的
活
動
を
含
め

た
総
合
的
な
活
力
、
生
き
が
い
、
満
足
度
を

意
味
す
る
の
で
す
が
、
人
生
の
最
終
段
階
の

ケ
ア
に
お
い
て
は
、
過
ご
す
場
の
環
境
が
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

柏
木　
ま
ず
、「
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・

ケ
ア
を
在
宅
で
受
け
、
家
族
と
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
患
者
の
希
望
に
、
医
師
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
、
家
族
の
協
力
や
医
療
機
関

と
の
連
携
、
看
取
り
の
知
識
の
普
及
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
家
族
に
も
暮
ら
し
や
仕
事
が
あ

る
た
め
、
協
力
を
得
る
に
は
患
者
と
家
族
が

十
分
に
話
し
合
い
を
し
て
、
関
係
者
全
員
が

納
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
は
、
診
療
や
支
援
を

行
う
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
連
携
が
な

け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
で
看
取
り

が
で
き
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

初
め
に
も
申
し
た
よ
う
に
、
家
族
に
と
っ
て

在
宅
で
の
看
取
り
は
初
め
て
の
経
験
の
方
も

い
ま
す
。
看
取
り
の
知
識
を
広
く
普
及
さ

せ
、
家
族
が
不
安
な
く
看
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア

に
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
病
院
・
施
設
で
過
ご
す
こ
と
も
、
在
宅

で
過
ご
す
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
話
し
合
い
を
本
人
同
席
の

も
と
で
す
る
こ
と
で
す
。
本
人
同
席
の
話
し

合
い
の
中
で
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す

場
所
の
話
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
人
の
今

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
本
人
の
生
き
方
を
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柏
木　
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
健

康
や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
入
手

し
、
理
解
し
て
活
用
す
る
能
力
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
る
範
囲
な
ど
を
す
べ
て
把
握
す
る
の
は

当
然
難
し
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
自
分
が
希

望
す
る
ケ
ア
を
受
け
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

専
門
職
と
対
話
し
な
が
ら
手
続
き
を
行
う
制

度
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
に

な
っ
た
ら
、
親
を
看
取
る
と
か
、
自
分
自
身

が
病
気
に
な
る
と
か
、
人
生
の
中
で
い
つ
か

は
突
き
当
た
る
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、
備
え

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。
過
ご
す
場

に
つ
い
て
は
、
病
院
に
常
駐
し
て
い
る
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
相
談
す
る
際
に
は
、
い

わ
ゆ
る
質
問
促
進
シ
ー
ト
が
参
考
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
（
千
葉
県
柏
市
）
が
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
重
要
な
面
談
に
の
ぞ
ま
れ
る
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
へ
」（
Ｐ
16
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
は
、「
治
療
」「
生
活
」「
家
族
」「
こ

こ
ろ
」「
こ
の
先
の
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
く
た
め
、
計
53

項
目
に
わ
た
っ
て
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
人
生
の
最
終
段
階
を

過
ご
す
た
め
、
き
っ
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
（
こ
の
対
談
録
は
、
２
０
２
２
年
12
月
７

日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
談
を
も
と
に
再
構
成
し

ま
し
た
）

　

大
会
は
、
地
域
の
医
療
関
係
者
同
士
の
つ

な
が
り
や
医
療
者
と
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
の
公
開
講
座
と
し
て

企
画
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
財
団
設
立
か

ら
３
年
目
に
開
催
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
元
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
古
賀
和
子
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、

本
田
順
一
・
田
主
丸
中
央
病
院
感
染
管
理
部

部
長
（
コ
ロ
ナ
と
共
に
）▽
田
山
光
介
・
田

山
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
（
乳
が
ん

と
検
診
）▽
平
松
義
博
・
社
会
医
療
法
人
天

神
会
副
理
事
長
・
み
ら
い
介
護
医
療
院
院
長

（
老
い
を
生
き
る
）▽
今
村
豊
・
聖
マ
リ
ア

病
院
第
１
診
療
部
副
院
長
・
キ
ャ
ン
サ
ー
セ

ン
タ
ー
長
（
最
終
段
階
の
医
療
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

の
医
師
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
日
ご
ろ
の
診
療

の
成
果
や
最
新
の
知
見
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。
移
植
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
聖

マ
リ
ア
病
院
肝
胆
膵･

移
植
外
科
の
青
柳
武

史
診
療
部
長
の
進
行
で
、
安
坂
優
汰
、
安
坂

ち
と
せ
、
林
覚
乗
、
児
嶋
由
紀
の
４
氏
が
自

身
や
家
族
の
移
植
体
験
に
つ
い
て
意
見
交

換
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ
ハ
ー
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
の
南
和
友
理
事
長
は
、
国
内
で
の
臓
器

提
供
数
を
早
急
に
増
や
す
必
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
盤
に
登
場
し
た
松
山
千
春

さ
ん
は
、
相
次
い
で
亡
く
し
た
父
母
姉
弟
の

思
い
出
を
交
え
て
自
身
の
生
い
立
ち
を
語

り
、「
命
を
大
事
に
、
日
々
し
っ
か
り
と
歩

ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
。
サ
プ
ラ
イ
ズ

の
弾
き
語
り
で
は
、
柔
ら
か
な
鳴
り
の
あ
る

歌
声
で
「
生
命
（
い
の
ち
）」
な
ど
２
曲
を

披
露
し
、
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
司
会
・
演
者
各
位
の
ほ

か
、
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
、
社
会
医
療
法
人

雪
の
聖
母
会
聖
マ
リ
ア
病
院
、
社
会
医
療
法

人
天
神
会
新
古
賀
病
院
の
共
催
、
久
留
米

市
、
久
留
米
大
学
、
久
留
米
大
学
病
院
、
地

域
の
８
医
師
会
、
８
歯
科
医
師
会
、
７
薬
剤

師
会
、
久
留
米
市
農
協
、
久
留
米
商
工
会
議

所
な
ど
多
く
の
後
援
を
得
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
講

演
の
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
久
留
米
・
筑
後
移
植
医

療
推
進
財
団　

相
浦  

衞
）

　一般財団法人久留米・筑後移植医療推進財団 （永田見生理事長） はことし2月18日、地域医療の各分
野の医師や移植体験者を交えた初の公開イベント 「命を守り、 命をつなぐ市民大会～新しい医療都市を目
指して～」 を久留米市の久留米シティプラザで開催しました。 プログラムにはシンガーソングライターの松山
千春さんによるスペシャルトークを盛り込み、来場者は福岡県を中心に全国各地から1000人を超えました。

～命を守り、命をつなぐ～

初の市民大会に1000人集う。

＊救急担当医が複数の場合は代表者名。 全科対応や輪番制などの病院では代表者名を記載しない場合がある。　＊＊救急車受入台数は2022年。  「－」 は未回答。

13　　命を守り、命をつなぐ　第4号 命を守り、命をつなぐ　第4号　　12

急な病気やけがのとき、救急車を呼ぶか迷うことがあります。 救急車の適時・適切な利用に努めましょう。

■ 三次救急医療機関／二次救急医療機関 〈 筑後・朝倉地域 〉 〈順不同〉

〈順不同〉

久留米大学病院  高度救命救急センター
聖マリア病院  救命救急センター
朝倉医師会病院
朝倉健生病院
甘木中央病院
楠病院
新古賀病院
弥永協立病院
内藤病院
JCHO久留米総合病院
嶋田病院
神代病院
田主丸中央病院
高木病院 
福田病院
富田病院
安本病院
柳川病院
長田病院
ヨコクラ病院
大牟田市立病院
福岡県済生会大牟田病院
米の山病院
杉循環器科内科病院
永田整形外科病院
社会保険大牟田天領病院
大牟田中央病院
公立八女総合病院
川﨑病院
柳病院
筑後市立病院
馬場病院
姫野病院

高須　修
古賀仁士
檜垣賢作
中村英樹
堀田謙介
－

宇治祥隆
（非常勤医）
内藤雅康
今岡治樹
島田幸典
高田晃男
後藤　伸
中山紫季
土田　勇
－

安本　潔
於保和彦
西　義勝
関　律子
伊藤貴彦
松尾敏弘
（全科対応）
香月与志夫
金﨑克也
岡本定久
進　輝政
（輪番制）
平井伸幸
中野昌彦

（当番･出張医）
馬場裕子
姫野亜紀裕

朝倉医師会

久留米医師会

小郡三井医師会

浮羽医師会

大川三瀦医師会

柳川医師会

大牟田医師会

八女筑後医師会

朝倉医療圏

八女・筑後医療圏

有明医療圏

筑  後

久留米医療圏

985
11,604
1,535
372
418

3,795
174
105
1,362
2,801
317
1,785
2,929
202

162
864
568
1,562
1,899
544
1,151
414
386
1,560
122
2,340
624
226
1,539

1,000

－

－

（非公開）

久留米市旭町67
久留米市津福本町422
朝倉市来春422-1
朝倉市甘木151-4
朝倉市甘木667
久留米市日吉町115
久留米市天神町120
久留米市六ツ門町12-12
久留米市西町1169-1
久留米市櫛原町21
小郡市小郡217-1
久留米市北野町中川900-1
久留米市田主丸町益生田892
大川市大字酒見141-11
大川市向島1717-3
久留米市城島町四郎丸261
久留米市三潴町玉満2371
柳川市筑紫町29
柳川市下宮永町523-1
みやま市高田町濃施480-2
大牟田市宝坂町2-19-1
大牟田市大字田隈810
大牟田市歴木4-10
大牟田市大字田隈950-1
大牟田市不知火町1-6-3
大牟田市天領町1-100
大牟田市大字歴木1841
八女市大字高塚540-2
八女市大字津江538
八女市吉田2-1
筑後市大字和泉917-1
八女郡広川町大字新代1389-409
八女郡広川町大字新代2316

0942-35-3311
0942-35-3322
0946-23-0077
0946-22-5511
0946-22-5550
0942-35-2725
0942-38-2222
0942-33-3152
0942-32-1212
0942-33-1211
0942-72-2236
0942-78-3177
0943-72-2460
0944-87-0001
0944-87-5757
0942-62-3121
0942-64-2032
0944-72-6171
0944-72-3501
0944-22-5811
0944-53-1061
0944-53-2488
0944-51-3311
0944-56-1119
0944-53-3879
0944-54-8482
0944-53-5111
0943-23-4131
0943-23-3005
0943-23-2176
0942-53-7511
0943-32-3511
0943-32-3611

初期救急 （一次救急） は、入院や手術を伴わない医療。 各都道府県に数か所ずつ設置されている 「休日夜間急患センター」 や地域の病院・診療所が交代で
診療する 「在宅当番医」 などにより行われている。

■ 初期救急（一次救急） 〈 筑後・朝倉地域 〉

一般社団法人 朝倉医師会
一般社団法人 久留米医師会
一般社団法人 小郡三井医師会
一般社団法人 浮羽医師会
一般社団法人 大川三潴医師会
一般社団法人 柳川山門医師会
一般社団法人 大牟田医師会
一般社団法人 八女筑後医師会

0946-22-2454
0942-34-4163
0942-72-5534
0943-75-3379
0944-87-2611
0944-72-2714
0944-53-2673
0943-22-4141

医師会名 電話番号
一般社団法人 朝倉歯科医師会
一般社団法人 久留米歯科医師会
一般社団法人 小郡三井歯科医師会
一般社団法人 浮羽歯科医師会
一般社団法人 大川三潴歯科医師会
一般社団法人 柳川山門歯科医師会
一般社団法人 大牟田歯科医師会
一般社団法人 八女筑後歯科医師会

0946-21-0799
0942-32-7063
0942-72-8770
0943-75-4563
0944-33-2215
0944-74-1333
0944-55-2211
0943-24-4829

歯科医師会名 電話番号

通信・通話障害が発生するなどして119番通報がつながりにくい場合は、公衆
電話を利用したり、周囲に助けを求めて通報を依頼する。

24時間365日 （年中無休）。 看護師が症状を把握し、 救急車要請の要否に
ついて助言、医療機関の電話番号案内もできる。 つながらない場合は
092-471-0099 （福岡県救急医療情報センター）。  総務省の事業。

平日夜間・休日。 子供が急病のとき、どのように対処したらよいか、 病院を受
診したほうがよいかなど、迷ったときに相談できる。 つながらない場合は
092-731-4119。 厚生労働省の事業。

緊急度判定を支援し、 利用できる医療機関や受診手段の情報を提供する。 
症状を画面で選択し、 緊急度に応じた必要な対応方法が表示される。 医療機
関の検索ができる。 総務省消防庁の事業。

④全国版救急受診アプリ 愛称 「Q助」

③小児救急医療電話相談

②救急医療電話相談 （全年齢）

短縮ダイヤル   #8000
通話料有料

短縮ダイヤル   #7119
通話料有料

119

消防庁サイト

① 119 番通報

電話番号 備　考

会場のザ・グランドホールは３階席まで満席に

弾き語りを披露する松山千春さん

講演中、聴衆の耳目はステージに集中

移植セッションの場面

講演内容を収録したYouTube チャンネル

二次
医療圏

三次
医療圏

一次
医療圏 施設名 電話番号救急担当医

〈敬称略〉
救急車
受入台数 所在地

＊ ＊＊



大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
と
は
、
本
人
の
尊
厳
を
追
求
し
、
自
分

ら
し
く
最
期
ま
で
生
き
、
よ
り
良
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
医
療
・
ケ
ア
で
す
（
厚
生
労

働
省
：
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）。
そ
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
を

話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

柏
木　
厚
労
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
69
・
９
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

15
・
７
％
で
し
た
。
実
は
、
約
70
年
前
の
１

９
５
１
年
当
時
、
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
11
・
７
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

82
・
５
％
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
次
第

に
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
は
増

え
、
25
年
後
の
１
９
７
６
年
に
割
合
が
逆

転
、
１
９
９
９
年
に
は
医
療
機
関
で
亡
く
な

る
人
が
８
割
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
欧
米
で

は
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
約
５

割
な
の
で
、
日
本
で
の
「
病
院
死
」
の
割
合

が
い
か
に
高
い
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自

宅
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
過
去
を
よ
く

知
ら
な
い
し
、
自
宅
で
の
葬
式
の
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
。「
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
自
宅
に
帰
り
た
い
な
ら
帰
り

ま
し
ょ
う
」
と
勧
め
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
昔

は
、
そ
れ
は
別
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
は
ず
な
の
で
す
ね
。

大
谷　
家
族
と
の
面
談
の
際
に
「
昔
は
家
で

ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と

言
う
と
、
50
歳
以
上
の
人
は
う
な
ず
い
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
若
い
方
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
「
い
い
え
、
病
院
で
し
た
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
当
た
り

前
で
あ
っ
た
自
宅
で
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
を
、
新
し
い
こ
と
と
し
て
患
者
や
家
族
に

勧
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

大
谷　
病
院
や
施
設
で
亡
く
な
る
人
が
増
え

て
き
た
理
由
は
、
核
家
族
化
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
、
家
で
家
族
に
看
取
ら
れ

る
環
境
に
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
な
ど
の
人
材
不
足
が
あ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響

し
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　
50
年
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
、
医
療
の
進
歩
、
家
族
構
成
の
変
化
な
ど

の
影
響
で
、
在
宅
で
は
な
く
て
、
病
院
で
人

生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
と
い
う
の
が
増
え

て
き
て
、
ま
た
、
在
宅
で
の
大
変
さ
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
、
介
護
施
設
な
ど
で
過
ご

す
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
失
わ
れ
た
価
値
も
含
め
、
こ

こ
最
近
在
宅
で
の
看
取
り
の
若
干
の
増
加
と

い
う
、
少
し
揺
り
戻
し
が
き
て
い
る
と
い
う

捉
え
方
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
は
、
全
人
的
苦
痛
と
呼
ば
れ
る
、
身

体
の
痛
み
な
ど
に
対
す
る
「
身
体
的
ケ
ア
」

の
ほ
か
、不
安
や
孤
独
感
な
ど
に
対
す
る
「
精

神
的
ケ
ア
」、
仕
事
上
や
家
庭
内
の
問
題
な

ど
に
対
す
る
「
社
会
的
ケ
ア
」、
人
生
の
意

味
へ
の
問
い
な
ど
に
対
す
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
そ

の
全
人
的
苦
痛
に
対
し
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で

は
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
生
命
を
脅
か
す
疾
患

に
よ
る
苦
痛
や
関
連
す
る
問
題
の
た
め
に
居

宅
（
自
宅
・
介
護
施
設
な
ど
）
で
の
療
養
が

困
難
な
患
者
を
入
院
の
対
象
と
し
、
専
門
職

に
非
専
門
職
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
加

え
た
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
、
患
者
と
そ
の
家
族
（
家
族
以
外
の
介

護
者
、
患
者
が
大
切
に
思
う
人
を
含
む
）
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
人
生
と
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目

的
と
し
た
全
人
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
に

特
化
し
た
医
療
・
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
16
病
床

で
、
年
間
約
１
５
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

柏
木　
飯
塚
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
、
18
病
床
で
年
間

約
２
９
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
病
床
の
中
で
、
多
く
の
困
っ
て
い
る
患

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
長
期
の
入
院
は
難

し
く
、
介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
し
な
が

ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
協
会
加
盟
施
設
の
最
新
デ
ー
タ
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
月

現
在
で
全
国
の
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
施
設
・

病
床
数
は
、
計
３
８
９
施
設
８
１
６
９
病
床

あ
り
、
こ
の
う
ち
朝
倉
・
筑
後
・
筑
豊
地
域

に
は
、
計
10
施
設
１
８
５
病
床
が
あ
り
ま
す

（
図
表
３
）。

大
谷　
以
前
、
私
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、『
家
』 

で
過
ご
す
意
味
と
し
て
「
気
ま
ま

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」「
過
去
に
思
い

を
は
せ
、
大
事
な
人
と
つ
な
が
る
」、
一
方
、

『
緩
和
ケ
ア
病
棟
』
で
過
ご
す
意
味
と
し
て

「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
こ
と
が
挙
が
り
ま

し
た（O

tani H, Palliat M
ed Rep, 2020

）。

柏
木　
病
院
で
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
医
療
者
と
し
て
は
、 

在
宅
が

良
い
と
か
病
院
が
良
い
と
か
の
意
識
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
が
ま
と
め
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
五
つ
の
構
成
要
素
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
①
医
療
・
看
護
、 

②
介
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
③
保
健
・
予
防
と
、
そ
の

前
提
と
し
て
の
④
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、 

⑤
住
ま
い
と
住
ま
い
方－

が
相
互
に
連

携
し
、
在
宅
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

人
が
そ
こ
で
過
ご
す
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
住
ま
い
な
の
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
住
ま

い
と
介
護
が
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、
医
療

も
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
の
高
齢
者
に

と
っ
て
、
一
概
に
自
宅
が
良
い
と
か
病
院
が

良
い
と
か
言
え
ず
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
必

要
な
住
ま
い
が
整
備
さ
れ
、
患
者
の
希
望
と

経
済
力
に
基
づ
く
住
ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

大
谷　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
患
者
の
身
体
的
な
苦

痛
の
軽
減
や
精
神
的
、
社
会
的
活
動
を
含
め

た
総
合
的
な
活
力
、
生
き
が
い
、
満
足
度
を

意
味
す
る
の
で
す
が
、
人
生
の
最
終
段
階
の

ケ
ア
に
お
い
て
は
、
過
ご
す
場
の
環
境
が
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

柏
木　
ま
ず
、「
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・

ケ
ア
を
在
宅
で
受
け
、
家
族
と
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
患
者
の
希
望
に
、
医
師
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
、
家
族
の
協
力
や
医
療
機
関

と
の
連
携
、
看
取
り
の
知
識
の
普
及
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
家
族
に
も
暮
ら
し
や
仕
事
が
あ

る
た
め
、
協
力
を
得
る
に
は
患
者
と
家
族
が

十
分
に
話
し
合
い
を
し
て
、
関
係
者
全
員
が

納
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
は
、
診
療
や
支
援
を

行
う
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
連
携
が
な

け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
で
看
取
り

が
で
き
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

初
め
に
も
申
し
た
よ
う
に
、
家
族
に
と
っ
て

在
宅
で
の
看
取
り
は
初
め
て
の
経
験
の
方
も

い
ま
す
。
看
取
り
の
知
識
を
広
く
普
及
さ

せ
、
家
族
が
不
安
な
く
看
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア

に
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
病
院
・
施
設
で
過
ご
す
こ
と
も
、
在
宅

で
過
ご
す
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
話
し
合
い
を
本
人
同
席
の

も
と
で
す
る
こ
と
で
す
。
本
人
同
席
の
話
し

合
い
の
中
で
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す

場
所
の
話
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
人
の
今

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
本
人
の
生
き
方
を
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柏
木　
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
健

康
や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
入
手

し
、
理
解
し
て
活
用
す
る
能
力
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
る
範
囲
な
ど
を
す
べ
て
把
握
す
る
の
は

当
然
難
し
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
自
分
が
希

望
す
る
ケ
ア
を
受
け
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

専
門
職
と
対
話
し
な
が
ら
手
続
き
を
行
う
制

度
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
に

な
っ
た
ら
、
親
を
看
取
る
と
か
、
自
分
自
身

が
病
気
に
な
る
と
か
、
人
生
の
中
で
い
つ
か

は
突
き
当
た
る
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、
備
え

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。
過
ご
す
場

に
つ
い
て
は
、
病
院
に
常
駐
し
て
い
る
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
相
談
す
る
際
に
は
、
い

わ
ゆ
る
質
問
促
進
シ
ー
ト
が
参
考
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
（
千
葉
県
柏
市
）
が
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
重
要
な
面
談
に
の
ぞ
ま
れ
る
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
へ
」（
Ｐ
16
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
は
、「
治
療
」「
生
活
」「
家
族
」「
こ

こ
ろ
」「
こ
の
先
の
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
く
た
め
、
計
53

項
目
に
わ
た
っ
て
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
人
生
の
最
終
段
階
を

過
ご
す
た
め
、
き
っ
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
（
こ
の
対
談
録
は
、
２
０
２
２
年
12
月
７

日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
談
を
も
と
に
再
構
成
し

ま
し
た
）

15　　命を守り、命をつなぐ　第4号 命を守り、命をつなぐ　第4号　　14

　「高齢多死社会」 を迎えた日本では、病院などの医療機関で最期を迎える高齢者が全体の約７割となっ
ています。 人生の最終段階を病院・施設で過ごすことの意味は何か、患者や家族として普段から備えてお
くべきことは何か、聖マリア病院の大谷弘行医師と飯塚病院の柏木秀行医師に聞きました。

2007年飯塚病院内科研修を経て、 2011年同病院緩和ケア科病棟を立ち上げ、 2016年現
職。 公衆衛生学修士。 経営学修士。 現在、 同院地域包括ケア推進本部副本部長、 筑豊地
区介護予防支援センター長。 日本緩和医療学会専門認定・育成委員会委員。 日本プライマ
リ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、 日本緩和医療学会緩和医療専門医。

1997年聖隷三方原病院初期研修・ホスピス科研修、 2005年独立行政法人国立病院機構
九州がんセンター緩和治療科を経て、 2020年現職。 日本緩和医療学会緩和医療専門医、
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周知のための指導者研修会修了、 医師の臨床研修に係る指導医講習会修了。

昔
は
、家
で
亡
く
な
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
し
た
。

ど
う
し
て
病
院
で
亡
く
な
る
人
が

増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

人
生
の
最
終
段
階
を
、病
院
や

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
過
ご
す
利
点
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は

ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
。

人生の最終段階における医療　病院・施設での最期

生き方を考えるきっかけとしての
人生の最終段階を過ごす場の話し合い。

飯塚病院  連携医療・緩和ケア科部長

柏木 秀行（かしわぎ ひでゆき）
聖マリア病院  ホスピス科診療部長

大谷 弘行（おおたに ひろゆき）



大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
と
は
、
本
人
の
尊
厳
を
追
求
し
、
自
分

ら
し
く
最
期
ま
で
生
き
、
よ
り
良
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
医
療
・
ケ
ア
で
す
（
厚
生
労

働
省
：
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）。
そ
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
を

話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

柏
木　
厚
労
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
69
・
９
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

15
・
７
％
で
し
た
。
実
は
、
約
70
年
前
の
１

９
５
１
年
当
時
、
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
11
・
７
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

82
・
５
％
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
次
第

に
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
は
増

え
、
25
年
後
の
１
９
７
６
年
に
割
合
が
逆

転
、
１
９
９
９
年
に
は
医
療
機
関
で
亡
く
な

る
人
が
８
割
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
欧
米
で

は
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
約
５

割
な
の
で
、
日
本
で
の
「
病
院
死
」
の
割
合

が
い
か
に
高
い
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自

宅
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
過
去
を
よ
く

知
ら
な
い
し
、
自
宅
で
の
葬
式
の
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
。「
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
自
宅
に
帰
り
た
い
な
ら
帰
り

ま
し
ょ
う
」
と
勧
め
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
昔

は
、
そ
れ
は
別
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
は
ず
な
の
で
す
ね
。

大
谷　
家
族
と
の
面
談
の
際
に
「
昔
は
家
で

ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と

言
う
と
、
50
歳
以
上
の
人
は
う
な
ず
い
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
若
い
方
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
「
い
い
え
、
病
院
で
し
た
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
当
た
り

前
で
あ
っ
た
自
宅
で
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
を
、
新
し
い
こ
と
と
し
て
患
者
や
家
族
に

勧
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

大
谷　
病
院
や
施
設
で
亡
く
な
る
人
が
増
え

て
き
た
理
由
は
、
核
家
族
化
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
、
家
で
家
族
に
看
取
ら
れ

る
環
境
に
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
な
ど
の
人
材
不
足
が
あ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響

し
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　
50
年
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
、
医
療
の
進
歩
、
家
族
構
成
の
変
化
な
ど

の
影
響
で
、
在
宅
で
は
な
く
て
、
病
院
で
人

生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
と
い
う
の
が
増
え

て
き
て
、
ま
た
、
在
宅
で
の
大
変
さ
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
、
介
護
施
設
な
ど
で
過
ご

す
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
失
わ
れ
た
価
値
も
含
め
、
こ

こ
最
近
在
宅
で
の
看
取
り
の
若
干
の
増
加
と

い
う
、
少
し
揺
り
戻
し
が
き
て
い
る
と
い
う

捉
え
方
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
は
、
全
人
的
苦
痛
と
呼
ば
れ
る
、
身

体
の
痛
み
な
ど
に
対
す
る
「
身
体
的
ケ
ア
」

の
ほ
か
、不
安
や
孤
独
感
な
ど
に
対
す
る
「
精

神
的
ケ
ア
」、
仕
事
上
や
家
庭
内
の
問
題
な

ど
に
対
す
る
「
社
会
的
ケ
ア
」、
人
生
の
意

味
へ
の
問
い
な
ど
に
対
す
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
そ

の
全
人
的
苦
痛
に
対
し
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で

は
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
生
命
を
脅
か
す
疾
患

に
よ
る
苦
痛
や
関
連
す
る
問
題
の
た
め
に
居

宅
（
自
宅
・
介
護
施
設
な
ど
）
で
の
療
養
が

困
難
な
患
者
を
入
院
の
対
象
と
し
、
専
門
職

に
非
専
門
職
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
加

え
た
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
、
患
者
と
そ
の
家
族
（
家
族
以
外
の
介

護
者
、
患
者
が
大
切
に
思
う
人
を
含
む
）
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
人
生
と
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目

的
と
し
た
全
人
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
に

特
化
し
た
医
療
・
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
16
病
床

で
、
年
間
約
１
５
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

柏
木　
飯
塚
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
、
18
病
床
で
年
間

約
２
９
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
病
床
の
中
で
、
多
く
の
困
っ
て
い
る
患

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
長
期
の
入
院
は
難

し
く
、
介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
し
な
が

ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
協
会
加
盟
施
設
の
最
新
デ
ー
タ
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
月

現
在
で
全
国
の
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
施
設
・

病
床
数
は
、
計
３
８
９
施
設
８
１
６
９
病
床

あ
り
、
こ
の
う
ち
朝
倉
・
筑
後
・
筑
豊
地
域

に
は
、
計
10
施
設
１
８
５
病
床
が
あ
り
ま
す

（
図
表
３
）。

大
谷　
以
前
、
私
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、『
家
』 

で
過
ご
す
意
味
と
し
て
「
気
ま
ま

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」「
過
去
に
思
い

を
は
せ
、
大
事
な
人
と
つ
な
が
る
」、
一
方
、

『
緩
和
ケ
ア
病
棟
』
で
過
ご
す
意
味
と
し
て

「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
こ
と
が
挙
が
り
ま

し
た（O

tani H, Palliat M
ed Rep, 2020

）。

柏
木　
病
院
で
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
医
療
者
と
し
て
は
、 

在
宅
が

良
い
と
か
病
院
が
良
い
と
か
の
意
識
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
が
ま
と
め
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
五
つ
の
構
成
要
素
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
①
医
療
・
看
護
、 

②
介
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
③
保
健
・
予
防
と
、
そ
の

前
提
と
し
て
の
④
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、 

⑤
住
ま
い
と
住
ま
い
方－

が
相
互
に
連

携
し
、
在
宅
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

人
が
そ
こ
で
過
ご
す
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
住
ま
い
な
の
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
住
ま

い
と
介
護
が
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、
医
療

も
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
の
高
齢
者
に

と
っ
て
、
一
概
に
自
宅
が
良
い
と
か
病
院
が

良
い
と
か
言
え
ず
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
必

要
な
住
ま
い
が
整
備
さ
れ
、
患
者
の
希
望
と

経
済
力
に
基
づ
く
住
ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

大
谷　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
患
者
の
身
体
的
な
苦

痛
の
軽
減
や
精
神
的
、
社
会
的
活
動
を
含
め

た
総
合
的
な
活
力
、
生
き
が
い
、
満
足
度
を

意
味
す
る
の
で
す
が
、
人
生
の
最
終
段
階
の

ケ
ア
に
お
い
て
は
、
過
ご
す
場
の
環
境
が
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

柏
木　
ま
ず
、「
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・

ケ
ア
を
在
宅
で
受
け
、
家
族
と
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
患
者
の
希
望
に
、
医
師
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
、
家
族
の
協
力
や
医
療
機
関

と
の
連
携
、
看
取
り
の
知
識
の
普
及
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
家
族
に
も
暮
ら
し
や
仕
事
が
あ

る
た
め
、
協
力
を
得
る
に
は
患
者
と
家
族
が

十
分
に
話
し
合
い
を
し
て
、
関
係
者
全
員
が

納
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
は
、
診
療
や
支
援
を

行
う
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
連
携
が
な

け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
で
看
取
り

が
で
き
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

初
め
に
も
申
し
た
よ
う
に
、
家
族
に
と
っ
て

在
宅
で
の
看
取
り
は
初
め
て
の
経
験
の
方
も

い
ま
す
。
看
取
り
の
知
識
を
広
く
普
及
さ

せ
、
家
族
が
不
安
な
く
看
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア

に
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
病
院
・
施
設
で
過
ご
す
こ
と
も
、
在
宅

で
過
ご
す
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
話
し
合
い
を
本
人
同
席
の

も
と
で
す
る
こ
と
で
す
。
本
人
同
席
の
話
し

合
い
の
中
で
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す

場
所
の
話
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
人
の
今

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
本
人
の
生
き
方
を
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柏
木　
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
健

康
や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
入
手

し
、
理
解
し
て
活
用
す
る
能
力
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
る
範
囲
な
ど
を
す
べ
て
把
握
す
る
の
は

当
然
難
し
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
自
分
が
希

望
す
る
ケ
ア
を
受
け
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

専
門
職
と
対
話
し
な
が
ら
手
続
き
を
行
う
制

度
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
に

な
っ
た
ら
、
親
を
看
取
る
と
か
、
自
分
自
身

が
病
気
に
な
る
と
か
、
人
生
の
中
で
い
つ
か

は
突
き
当
た
る
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、
備
え

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。
過
ご
す
場

に
つ
い
て
は
、
病
院
に
常
駐
し
て
い
る
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
相
談
す
る
際
に
は
、
い

わ
ゆ
る
質
問
促
進
シ
ー
ト
が
参
考
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
（
千
葉
県
柏
市
）
が
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
重
要
な
面
談
に
の
ぞ
ま
れ
る
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
へ
」（
Ｐ
16
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
は
、「
治
療
」「
生
活
」「
家
族
」「
こ

こ
ろ
」「
こ
の
先
の
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
く
た
め
、
計
53

項
目
に
わ
た
っ
て
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
人
生
の
最
終
段
階
を

過
ご
す
た
め
、
き
っ
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
（
こ
の
対
談
録
は
、
２
０
２
２
年
12
月
７

日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
談
を
も
と
に
再
構
成
し

ま
し
た
）
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人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
に

携
わ
る
医
師
と
し
て
、

解
決
し
た
い
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
、患
者
や
家
族
に

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

図表1  患者・家族が直面する四つの苦痛

全人的苦痛
（Total Pain）

図表2  地域包括ケアシステムの五つの構成要素

介護
・

リハビリ
テーション

医療・看護 保健・予防

身 体 的 苦 痛

痛み
他の身体症状

日常生活動作の支障

スピリチュアルペイン

生きる意味を問う
死への恐怖
自責の念

精神心理的苦痛

不安
いらだち
うつ状態

社会的苦痛

経済的問題
仕事上の問題
家庭内の問題

がんの患者と家族が直面する苦痛には、 「身体的苦痛」 「精神心理的苦痛」 「社会的苦痛」 「スピリチュアルペイン」 
の四つの苦痛があります。 緩和ケアは、こうした全人的苦痛を軽減するさまざまな医療を提供し、患者がその人らし
く生きられるよう、療養生活の質を改善することを目指しています。

▼地域包括ケアシステムでは、生活基盤である 「住まいと住まい方」 「生活
支援・福祉サービス」 を植木鉢や土ととらえ、専門的なサービスである 「医
療・看護」 「介護・リハビリテーション」 「保健・予防」 を植物ととらえています。

▼植木鉢や土がなければ植物が育たないように、 高齢者のプライバシーと尊
厳が守られた 「住まいと住まい方」、 日常生活を送るための 「生活支援・福
祉サービス」 があってこそ、 「医療・看護」 「介護・リハビリテーション」 「保健・
予防」 が効果的な役目を果たします。

日本緩和医療学会緩和ケア継続教育プログラム資料より引用・改変

2013年3月  地域包括ケア研究会報告書より引用・改変

国立がん研究センター東病院編質問促進シート

生活支援・福祉サービス

住まいと住まい方
本人・家族の選択と心構

え

一覧は、 NPO法人日本ホスピス緩和ケア協会のホームページのデータに基づき、 各施設に確認したものです。 ▽年間入院患者数は原則、 2022年度実績。 ▽「緩和医療専門
医」「緩和医療認定医」 は、NPO法人日本緩和医療学会が認定した緩和ケアに関する専門的資格を有する緩和ケア病棟の医師の数。
久留米大学病院 （久留米市旭町67、電話0942-31-7759） では、 一般病棟に入院している緩和ケアが必要な方に対して、 緩和ケア専門スタッフチームがケアを提供しています。

一般的に 「ホスピス」 や 「緩和ケア病棟」 と呼ばれる、緩和ケアを専門的に提供する持つ病院です。 入院対象は、 がん患者とエイズ （後天性免疫不全症候群） 患者で、
循環器不全や呼吸器不全の患者を対象とする場合があります。 老衰のように、 緩和ケアを含む診療行為は行わず看取りのみを前提とした入院は基本的にできません。

図表3  ホスピス緩和ケア病棟のある施設一覧 〈 朝倉・筑後・筑豊地域  2023年7月現在 〉

朝倉医師会病院

嶋田病院

聖マリア病院

古賀病院21

田主丸中央病院

長田病院

みどりの杜病院

今野病院

福岡県済生会飯塚嘉穂病院

飯塚病院

院内病棟型

院内病棟型

院内病棟型

院内独立型

院内病棟型

院内独立型

完全独立型

院内病棟型

院内病棟型

院内病棟型

20床／ 224床

14床／ 150床

16床／ 1097床

14床／ 199床

13床／ 343床

20床／ 182床

30床／ 30床

20床／ 67床

20床／ 197床

18床／ 1048床

15人

14人

13人

19人

15人

14人

28人

17人

17人

18人

朝倉市来春422-1
0946-23-0077

小郡市小郡217-1
0942-72-2236

久留米市津福本町422
0942-35-3322

久留米市宮ノ陣3-3-8
0942-38-3333

久留米市益生田892
0943-72-2460

柳川市下宮永町523番地1
0944-72-3501

八女市立野362番地1
0943-23-0002

大牟田市末広町5番地2
0944-52-5580

飯塚市太郎丸265
0948-22-3740

飯塚市芳雄町3-83
0948-22-3800

施設名称 病床／総病床病棟形式 看護師 所在地
電話番号

2人

2人

（兼1人）

1人

5人

1人

2人

12人
（兼5人）

2人
（兼1人）

3人
（兼1人）

医 師

2人

1人

1人

－

1人

1人

1人

1人

1人

4人

緩和ケア
認定看護師

1人

－

－

－

－

1人

2人

－

1人

1人

緩和医療
認定医

－

1人

1人

－

－

－

1人

1人

－

3人

緩和医療
専門医

214人

170人

148人

130人

108人

173人

196人

142人

132人

286人

年間入院
患者数

（順不同）



大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
と
は
、
本
人
の
尊
厳
を
追
求
し
、
自
分

ら
し
く
最
期
ま
で
生
き
、
よ
り
良
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
医
療
・
ケ
ア
で
す
（
厚
生
労

働
省
：
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）。
そ
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
を

話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

柏
木　
厚
労
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
69
・
９
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

15
・
７
％
で
し
た
。
実
は
、
約
70
年
前
の
１

９
５
１
年
当
時
、
医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
た

人
は
11
・
７
％
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は

82
・
５
％
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
次
第

に
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
は
増

え
、
25
年
後
の
１
９
７
６
年
に
割
合
が
逆

転
、
１
９
９
９
年
に
は
医
療
機
関
で
亡
く
な

る
人
が
８
割
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
欧
米
で

は
医
療
機
関
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
が
約
５

割
な
の
で
、
日
本
で
の
「
病
院
死
」
の
割
合

が
い
か
に
高
い
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自

宅
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
過
去
を
よ
く

知
ら
な
い
し
、
自
宅
で
の
葬
式
の
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
。「
家
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
自
宅
に
帰
り
た
い
な
ら
帰
り

ま
し
ょ
う
」
と
勧
め
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
昔

は
、
そ
れ
は
別
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
は
ず
な
の
で
す
ね
。

大
谷　
家
族
と
の
面
談
の
際
に
「
昔
は
家
で

ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と

言
う
と
、
50
歳
以
上
の
人
は
う
な
ず
い
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
若
い
方
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
「
い
い
え
、
病
院
で
し
た
」
と

い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
当
た
り

前
で
あ
っ
た
自
宅
で
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
を
、
新
し
い
こ
と
と
し
て
患
者
や
家
族
に

勧
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

大
谷　
病
院
や
施
設
で
亡
く
な
る
人
が
増
え

て
き
た
理
由
は
、
核
家
族
化
で
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
、
家
で
家
族
に
看
取
ら
れ

る
環
境
に
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
な
ど
の
人
材
不
足
が
あ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て

活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響

し
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　
50
年
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
、
医
療
の
進
歩
、
家
族
構
成
の
変
化
な
ど

の
影
響
で
、
在
宅
で
は
な
く
て
、
病
院
で
人

生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
と
い
う
の
が
増
え

て
き
て
、
ま
た
、
在
宅
で
の
大
変
さ
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
、
介
護
施
設
な
ど
で
過
ご

す
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
失
わ
れ
た
価
値
も
含
め
、
こ

こ
最
近
在
宅
で
の
看
取
り
の
若
干
の
増
加
と

い
う
、
少
し
揺
り
戻
し
が
き
て
い
る
と
い
う

捉
え
方
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
は
、
全
人
的
苦
痛
と
呼
ば
れ
る
、
身

体
の
痛
み
な
ど
に
対
す
る
「
身
体
的
ケ
ア
」

の
ほ
か
、不
安
や
孤
独
感
な
ど
に
対
す
る
「
精

神
的
ケ
ア
」、
仕
事
上
や
家
庭
内
の
問
題
な

ど
に
対
す
る
「
社
会
的
ケ
ア
」、
人
生
の
意

味
へ
の
問
い
な
ど
に
対
す
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
そ

の
全
人
的
苦
痛
に
対
し
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で

は
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
生
命
を
脅
か
す
疾
患

に
よ
る
苦
痛
や
関
連
す
る
問
題
の
た
め
に
居

宅
（
自
宅
・
介
護
施
設
な
ど
）
で
の
療
養
が

困
難
な
患
者
を
入
院
の
対
象
と
し
、
専
門
職

に
非
専
門
職
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
加

え
た
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
い
、
患
者
と
そ
の
家
族
（
家
族
以
外
の
介

護
者
、
患
者
が
大
切
に
思
う
人
を
含
む
）
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
人
生
と
生
活
の
質
）
の
向
上
を
目

的
と
し
た
全
人
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
に

特
化
し
た
医
療
・
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
16
病
床

で
、
年
間
約
１
５
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

柏
木　
飯
塚
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
、
18
病
床
で
年
間

約
２
９
０
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
病
床
の
中
で
、
多
く
の
困
っ
て
い
る
患

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
長
期
の
入
院
は
難

し
く
、
介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
を
し
な
が

ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
協
会
加
盟
施
設
の
最
新
デ
ー
タ
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
月

現
在
で
全
国
の
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
施
設
・

病
床
数
は
、
計
３
８
９
施
設
８
１
６
９
病
床

あ
り
、
こ
の
う
ち
朝
倉
・
筑
後
・
筑
豊
地
域

に
は
、
計
10
施
設
１
８
５
病
床
が
あ
り
ま
す

（
図
表
３
）。

大
谷　
以
前
、
私
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、『
家
』 

で
過
ご
す
意
味
と
し
て
「
気
ま
ま

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」「
過
去
に
思
い

を
は
せ
、
大
事
な
人
と
つ
な
が
る
」、
一
方
、

『
緩
和
ケ
ア
病
棟
』
で
過
ご
す
意
味
と
し
て

「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
こ
と
が
挙
が
り
ま

し
た（O

tani H, Palliat M
ed Rep, 2020

）。

柏
木　
病
院
で
人
生
の
最
終
段
階
の
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
る
医
療
者
と
し
て
は
、 

在
宅
が

良
い
と
か
病
院
が
良
い
と
か
の
意
識
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
が
ま
と
め
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
五
つ
の
構
成
要
素
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
①
医
療
・
看
護
、 

②
介
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
③
保
健
・
予
防
と
、
そ
の

前
提
と
し
て
の
④
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、 

⑤
住
ま
い
と
住
ま
い
方－

が
相
互
に
連

携
し
、
在
宅
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

人
が
そ
こ
で
過
ご
す
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
住
ま
い
な
の
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
住
ま

い
と
介
護
が
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、
医
療

も
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
の
高
齢
者
に

と
っ
て
、
一
概
に
自
宅
が
良
い
と
か
病
院
が

良
い
と
か
言
え
ず
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
必

要
な
住
ま
い
が
整
備
さ
れ
、
患
者
の
希
望
と

経
済
力
に
基
づ
く
住
ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

大
谷　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
患
者
の
身
体
的
な
苦

痛
の
軽
減
や
精
神
的
、
社
会
的
活
動
を
含
め

た
総
合
的
な
活
力
、
生
き
が
い
、
満
足
度
を

意
味
す
る
の
で
す
が
、
人
生
の
最
終
段
階
の

ケ
ア
に
お
い
て
は
、
過
ご
す
場
の
環
境
が
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

柏
木　
ま
ず
、「
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・

ケ
ア
を
在
宅
で
受
け
、
家
族
と
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
患
者
の
希
望
に
、
医
師
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
、
家
族
の
協
力
や
医
療
機
関

と
の
連
携
、
看
取
り
の
知
識
の
普
及
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
家
族
に
も
暮
ら
し
や
仕
事
が
あ

る
た
め
、
協
力
を
得
る
に
は
患
者
と
家
族
が

十
分
に
話
し
合
い
を
し
て
、
関
係
者
全
員
が

納
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
は
、
診
療
や
支
援
を

行
う
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
連
携
が
な

け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
で
看
取
り

が
で
き
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

初
め
に
も
申
し
た
よ
う
に
、
家
族
に
と
っ
て

在
宅
で
の
看
取
り
は
初
め
て
の
経
験
の
方
も

い
ま
す
。
看
取
り
の
知
識
を
広
く
普
及
さ

せ
、
家
族
が
不
安
な
く
看
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
谷　
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア

に
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
病
院
・
施
設
で
過
ご
す
こ
と
も
、
在
宅

で
過
ご
す
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
話
し
合
い
を
本
人
同
席
の

も
と
で
す
る
こ
と
で
す
。
本
人
同
席
の
話
し

合
い
の
中
で
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す

場
所
の
話
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
人
の
今

ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
本
人
の
生
き
方
を
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

柏
木　
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
健

康
や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
入
手

し
、
理
解
し
て
活
用
す
る
能
力
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
る
範
囲
な
ど
を
す
べ
て
把
握
す
る
の
は

当
然
難
し
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
自
分
が
希

望
す
る
ケ
ア
を
受
け
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

専
門
職
と
対
話
し
な
が
ら
手
続
き
を
行
う
制

度
で
あ
る
こ
と
く
ら
い
は
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
に

な
っ
た
ら
、
親
を
看
取
る
と
か
、
自
分
自
身

が
病
気
に
な
る
と
か
、
人
生
の
中
で
い
つ
か

は
突
き
当
た
る
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、
備
え

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
生
の
最
終
段
階
を
過
ご
す
場
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。
過
ご
す
場

に
つ
い
て
は
、
病
院
に
常
駐
し
て
い
る
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
相
談
す
る
際
に
は
、
い

わ
ゆ
る
質
問
促
進
シ
ー
ト
が
参
考
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
（
千
葉
県
柏
市
）
が
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
重
要
な
面
談
に
の
ぞ
ま
れ
る
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
へ
」（
Ｐ
16
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
は
、「
治
療
」「
生
活
」「
家
族
」「
こ

こ
ろ
」「
こ
の
先
の
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞
く
た
め
、
計
53

項
目
に
わ
た
っ
て
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
人
生
の
最
終
段
階
を

過
ご
す
た
め
、
き
っ
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
（
こ
の
対
談
録
は
、
２
０
２
２
年
12
月
７

日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
談
を
も
と
に
再
構
成
し

ま
し
た
）

　

移
植
の
対
象
と
な
る
の
は
、
臓
器
移
植
法

な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
心
臓
、肺
、肝
臓
、

腎
臓
、
膵
臓
、
小
腸
の
六
つ
の
臓
器
と
角
膜

（
眼
球
）
で
す
。

　

提
供
で
き
る
年
齢
は
、
人
に
よ
っ
て
臓
器

の
状
態
が
異
な
る
た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
腎
臓
で
あ
れ
ば
70
代
、
心
臓
で
あ
れ

ば
60
代
の
方
か
ら
提
供
さ
れ
、
移
植
に
至
っ

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
角
膜
に
関
し

て
は
年
齢
の
上
限
は
な
い
の
で
、
百
歳
を
超

え
た
方
か
ら
で
も
提
供
が
可
能
で
す
。

　

実
際
に
臓
器
提
供
を
行
う
際
に
は
、
事
前

に
臓
器
移
植
を
専
門
に
行
う
医
師
に
よ
り
、

移
植
可
能
な
状
態
に
あ
る
か
判
断
が
な
さ

れ
、
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
摘
出
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
か
ら

の
①
脳
死
後
（
脳
死
下
）
の
臓
器
提
供
、②

心
臓
が
停
止
し
た
死
後
（
心
停
止
下
）
の
臓

器
提
供
、③
健
康
な
人
か
ら
の
臓
器
提
供
（
生

体
移
植
）  －

の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す

（
図
表
１
）。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
亡
く

な
っ
た
人
か
ら
の
臓
器
提
供
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
呼
吸
停
止
、
心
拍
停
止
、
瞳

孔
散
大
と
い
う
三
徴
候
を
医
師
が
確
認
し
、

い
ず
れ
も
該
当
す
る
場
合
は
死
亡
と
宣
告
さ

れ
ま
す
。
よ
く
ド
ラ
マ
な
ど
で
目
に
す
る
の

が
こ
の
死
亡
確
認
で
す
。

　

心
臓
死
は
、
か
ら
だ
が
冷
た
く
な
っ
て
い

く
の
で
「
死
」
と
確
認
し
や
す
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
三
徴
候
に
よ
り
死
が
確
認
さ
れ
る

と
「
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
臓
器
提
供
」

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
腎
臓
と

膵
臓
、
お
よ
び
角
膜
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

一
方
、脳
死
は
、脳
が
全
て
の
機
能
を
失
っ

て
回
復
し
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

脳
死
に
な
る
と
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
し
て

も
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
心
停
止

に
至
り
ま
す
。
意
識
は
完
全
に
失
わ
れ
、
自

分
の
力
で
は
呼
吸
も
で
き
ま
せ
ん
。
人
工
呼

吸
器
な
ど
の
助
け
に
よ
っ
て
、
し
ば
ら
く
は

心
臓
を
動
か
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
血
液
の
流
れ
が
維
持
さ
れ
、
身
体
は
温

か
い
状
態
で
す
。

　

脳
死
下
で
臓
器
を
提
供
す
る
場
合
、法
律

で
定
め
ら
れ
た
脳
死
判
定
に
よ
り
脳
死
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と「
脳
死
下
の
臓
器

提
供
」が
可
能
に
な
り
ま
す
。脳
死
下
で
の
提

供
で
は
、前
述
し
た
全
て
の
臓
器
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
す（
図
表
２
）。

　

自
分
の
死
後
、
臓
器
提
供
を
希
望
す
る
場

合
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
供
す
る
か
は
本

人
の
生
前
の
意
思
を
も
と
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
意
思
が
不
明
な
場
合
、
そ
の
判
断
は
家

族
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
人
が
拒
否

の
意
思
表
示
を
し
て
い
た
場
合
に
は
、
例
え

家
族
が
希
望
し
て
も
臓
器
提
供
は
行
っ
て
は

い
け
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
正
し
い
情
報
ば
か
り

で
は
な
く
、
あ
り
え
な
い
と
思
え
る
よ
う
な

間
違
っ
た
情
報
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
「
臓
器
提
供
意
思
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
た
ら
、
臓
器
の
提
供
が
優
先
さ
れ
十
分

な
救
命
治
療
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
が
行
え
る
の
は
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
大
学
病
院
な
ど
高
度

な
救
命
治
療
を
行
う
病
院
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
脳
死
下
で
臓
器
提
供
を
行

う
に
は
、
現
在
の
医
学
で
最
善
の
治
療
を
受

け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
脳
死
状
態
に
陥
っ
た

場
合
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

も
そ
も
、
救
命
治
療
よ
り
臓
器
提
供
を
優
先

す
る
こ
と
は
倫
理
的
に
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
臓
器
の
摘
出
手
術
は
、
普
通
の

手
術
よ
り
乱
雑
に
行
わ
れ
全
身
傷
だ
ら
け
に

な
る
」
と
い
っ
た
不
安
を
持
つ
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

実
際
に
は
、
亡
く
な
っ
た
方
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
乱
雑
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

手
術
は
黙
と
う
に
は
じ
ま
り
、
提
供
者
へ
の

礼
意
を
保
持
し
て
粛
々
と
行
わ
れ
ま
す
。
手

術
の
た
め
の
傷
は
胸
か
ら
下
腹
部
ま
で
に
な

り
ま
す
が
、
手
術
後
に
は
き
れ
い
に
縫
合

し
、
ガ
ー
ゼ
や
テ
ー
プ
で
覆
い
、
傷
が
直
接

目
に
触
れ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
あ
る
誤
解
例
を
２
例
挙
げ
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
誤
解
や
偏
見
が
散

見
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
医
療
の
特
徴
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
移
植
医
療
は
、
社

会
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
よ
り
高
い
倫

理
観
と
個
人
の
尊
厳
の
尊
重
、
そ
し
て
公
明
・

公
正
さ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
医
療
で
あ
る

こ
と
は
断
言
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
の
臓
器
移
植
を
希
望
し
て

「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登
録

し
て
い
る
方
の
総
数
は
、
約
１
万
５
０
０
０

人
で
す
。
一
方
、
１
年
間
で
臓
器
移
植
を
受

け
た
人
は
わ
ず
か
２
〜
３
％
の
約
４
０
０
人

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
移
植
を
希
望
し
て

い
て
も
、
亡
く
な
る
方
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
２
０
２
１
年
の
日
本
の
人
口
１
０
０
万

人
当
た
り
の
臓
器
提
供
者
数
は
０
・
62
で

す
。
こ
れ
は
、
米
国
の
68
分
の
１
、
韓
国
の

14
分
の
１
に
過
ぎ
ず
、
他
国
と
比
べ
て
も
臓

器
提
供
件
数
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す

（
図
表
３
）。

　

移
植
医
療
は
、
善
意
に
よ
る
死
後
の
臓
器

提
供
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
医
療
で

す
。
臓
器
提
供
意
思
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証

な
ど
に
よ
る
一
人
一
人
の
意
思
表
示
が
、
健

康
と
命
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
理
解
し
、

尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
が
日
本
の
移
植
医
療
を
支
え

ま
す
。
あ
な
た
の
意
思
が
人
の
命
を
救
う
尊

い
「
命
の
贈
り
も
の
」
と
な
る
の
で
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
カ
ー
ド
な
ど
で
は
「
臓
器

を
提
供
す
る
」
と
い
う
意
思
だ
け
で
は
な

く
、「
臓
器
を
提
供
し
な
い
」
と
い
う
意
思

も
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ち

ら
の
意
思
も
尊
重
さ
れ
ま
す
（
図
表
４
）。

　

こ
の
機
会
に
家
族
と
話
し
合
っ
て
、
あ
な

た
の
意
思
を
表
示
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
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　人のからだは、 機能が低下したり、 事故や病気によって機能を失ったりすることがあります。 生まれつき
臓器の機能が著しく低下している場合もあります。 一度その機能が大幅に失われると、 機械や薬剤でその
機能を補うことはたいへん難しくなります。 臓器移植とは、 臓器の機能が大きく低下した方に、 他の人の
臓器を移植し、健康を回復する医療です。 移植は、 善意によって臓器を提供する方を必要とします。 さら
には、 社会の理解と支援があってはじめて成り立つ医療といえます。

移  植  医  療

臓器提供は尊い「命の贈りもの」

家族と話し合い、意思表示を。

出典：Worldwide Actual Deceased Organ Donors 2021 (pmp)

１
９
９
４
年
東
京
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工
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卒
。 
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０
０
１
年
福
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バ
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２
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０
３
年
福
岡
県
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デ
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カ
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セ
ン
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業
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籍
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同
年
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
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認
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取
得 （
臓

器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
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タ
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）、 

２
０
０
６
年
日
本
組
織
移
植

学
会
認
定
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得 （
組
織
移
植
コ
ー
デ
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ネ
ー
タ
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）。 

福
岡
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岩田 誠司

ネ
ッ
ト
情
報
の
よ
く
あ
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誤
解

健
康
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

移
植
の
対
象
は
６
臓
器
と
角
膜

臓
器
提
供
の
三
つ
種
類

図表1  臓器提供の種類

図表3  

100万人当たりの
臓器提供者数（2021年）

図表4  臓器移植に関する権利

図表2  脳死後と心肺停止後の臓器提供の違い

提供できる臓器に違いがあります。

脳死後の
臓器提供

心肺停止後の
臓器提供

臓
器
提
供

※生体移植については患者さんと
　各病院の間で行われています。

脳死後 （脳死下） の臓器提供

心臓が停止した死後 （心停止下）
の臓器提供

健康な人からの臓器提供 （生体
移植※）

眼球 心臓 眼球

肺 肝臓 腎臓

腎臓

小腸

膵臓 膵臓

提供しない
権利

提供する
権利

受ける
権利

受けない
権利

提供
したくない 受けたい 受け

たくない

提供
したい

米 国 41.6
スペイン 40.8
ポルトガル 29.6
フランス 24.7

ベラルーシ 23.2
イギリス 19.8

オーストラリア 16.3
オランダ 15.9
ブラジル 13.8
イラン 11.5
ドイツ 11.1
韓 国 8.56

ウクライナ 5.71
中 国 3.68

ルクセンブルク 3.33
サウジアラビア 2.9
メキシコ 2.0
日 本 0.62

フィリピン 0.02
（人）


